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論
説
韓
国
近
代
戸
籍
関
連
法
規
の
制
定
及
び
改
正
過
程
1
「
民
籍
法
」
を
中
心
に
ー
は
じ
め
に
李
英
　
美
　
本
稿
は
、
韓
国
近
代
戸
籍
関
連
法
規
に
お
け
る
、
慣
習
の
成
文
化
と
日
本
法
の
継
受
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
そ
の
事
例
と
し
て
、
統
監
府
時
代
の
一
九
〇
九
年
三
月
に
公
布
さ
れ
た
大
韓
帝
国
（
以
下
、
韓
国
と
略
記
）
の
「
民
籍
法
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
制
定
及
び
改
正
過
程
に
焦
点
を
あ
て
て
、
従
来
の
戸
籍
関
連
民
事
慣
習
、
日
本
の
戸
籍
法
、
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
と
の
関
連
で
検
証
す
る
。
　
「
民
籍
法
」
（
全
八
条
）
は
、
第
三
次
「
日
韓
協
約
」
締
結
（
〇
七
年
七
月
）
に
伴
う
、
同
一
二
月
の
韓
国
政
府
の
中
央
官
制
改
編
に
よ
っ
て
、
戸
口
及
び
民
籍
整
理
を
管
掌
す
る
こ
と
と
な
っ
た
内
部
警
務
局
民
籍
課
主
導
の
も
と
、
戸
籍
関
連
法
規
制
定
の
準
備
期
間
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
全
国
民
籍
実
査
（
戸
口
調
査
）
を
経
て
、
〇
九
年
三
月
に
韓
国
政
府
に
よ
り
法
律
第
八
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
制
定
目
的
は
、
大
韓
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程1
帝
国
臣
民
の
本
籍
地
に
お
け
る
帳
簿
（
戸
籍
台
帳
）
を
編
纂
し
、
臣
民
の
身
分
関
係
を
法
律
上
に
明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
全
国
戸
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
実
数
を
正
確
に
把
握
し
、
施
政
上
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
民
籍
法
」
で
戸
籍
管
掌
者
や
全
一
五
項
目
に
亙
る
身
分
異
動
の
申
告
事
項
と
そ
の
他
を
定
め
、
施
行
細
則
の
内
部
訓
令
第
三
九
号
「
民
籍
法
執
行
心
得
」
（
全
一
〇
条
）
で
民
籍
簿
の
管
轄
所
、
民
籍
の
記
載
順
位
な
ど
を
定
め
た
極
め
て
簡
略
な
戸
籍
関
連
法
規
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
年
の
韓
国
併
合
に
伴
い
統
監
府
時
代
の
諸
法
律
の
多
く
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
な
か
、
「
民
籍
法
」
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
五
年
と
二
一
年
を
前
後
に
計
四
度
の
改
正
を
経
な
が
ら
朝
鮮
総
督
府
時
代
に
も
施
行
さ
れ
、
二
三
年
七
月
に
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
の
施
行
に
よ
り
、
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
日
本
統
治
期
に
お
け
る
韓
国
の
戸
籍
関
連
法
規
は
、
「
民
籍
法
時
代
」
と
「
朝
鮮
戸
籍
令
時
代
」
と
に
画
然
と
わ
け
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
こ
の
よ
う
な
「
民
籍
法
」
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
（
a
）
今
日
の
戸
籍
制
度
及
び
住
民
登
録
制
度
の
前
史
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
行
政
学
的
観
点
か
ら
「
民
籍
法
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
、
（
b
）
韓
国
の
戸
籍
制
度
そ
の
も
の
の
発
展
及
び
変
遷
過
程
、
及
び
戸
籍
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
連
法
規
の
規
定
内
容
の
変
化
を
概
説
し
な
が
ら
、
「
民
籍
法
」
の
規
定
内
容
を
逐
条
的
に
分
析
し
た
研
究
、
及
び
、
（
c
）
韓
国
司
法
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
を
論
じ
る
な
か
で
、
戸
籍
関
連
法
規
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
民
籍
法
」
の
改
正
条
文
を
分
析
し
、
詳
述
し
た
研
究
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
研
究
も
、
日
本
に
よ
る
韓
国
支
配
の
一
方
法
と
し
て
「
民
籍
法
」
に
よ
っ
て
「
ひ
と
ま
ず
は
併
合
直
前
の
段
階
で
支
配
の
対
象
と
な
る
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
民
の
登
録
（
す
な
わ
ち
「
人
の
支
配
」
）
を
制
度
的
に
確
立
し
た
」
（
括
弧
は
原
文
）
と
い
う
点
で
同
法
の
評
価
が
一
致
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
い
ず
れ
の
研
究
も
戸
籍
制
度
史
及
び
司
法
制
度
史
全
体
の
流
れ
の
な
か
で
、
時
系
列
に
沿
っ
て
、
「
民
籍
法
」
の
改
正
条
文
を
分
析
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
た
あ
、
①
制
定
の
動
機
及
び
推
進
過
程
と
施
行
経
緯
、
②
規
定
及
び
改
正
内
容
と
、
従
来
の
戸
籍
関
連
民
事
慣
習
な
ら
び
に
日
本
戸
籍
法
と
の
関
連
、
③
改
正
経
過
と
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
と
の
関
連
に
対
す
る
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
民
籍
法
」
そ
れ
自
体
の
意
義
を
解
明
す
る
研
究
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
い
ず
れ
の
研
究
も
、
近
代
以
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後
の
戸
籍
関
連
法
規
が
、
抽
象
的
身
分
実
体
法
と
し
て
の
民
法
を
旦
ハ
体
的
に
表
現
す
る
た
め
の
附
属
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
民
籍
法
」
制
定
当
時
に
お
け
る
韓
国
に
は
、
民
法
が
不
在
で
あ
っ
た
事
実
に
対
す
る
観
点
が
欠
如
し
て
い
る
。
「
民
籍
法
」
が
施
行
さ
れ
た
一
九
〇
九
年
当
時
の
統
監
府
時
代
は
、
韓
国
政
府
法
律
顧
問
梅
謙
次
郎
に
よ
る
韓
国
固
有
の
民
法
典
制
定
構
想
が
諸
事
情
に
よ
り
　
　
（
9
）
中
断
さ
れ
、
民
事
関
連
法
規
が
存
在
し
な
い
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
総
督
府
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
一
二
年
三
月
「
朝
鮮
民
事
令
」
に
よ
っ
て
、
民
情
に
適
合
し
な
い
朝
鮮
人
の
能
力
・
親
族
・
相
続
と
不
動
産
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
に
よ
ら
ず
朝
鮮
の
慣
習
に
よ
る
と
し
た
た
め
（
同
第
一
〇
、
＝
、
一
二
条
）
、
戸
籍
と
深
く
結
び
付
い
て
い
る
親
族
及
び
相
続
関
連
の
民
事
事
項
に
関
す
る
法
典
は
、
不
在
同
然
の
状
態
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
「
民
籍
法
」
に
は
従
来
の
民
事
慣
習
と
日
本
の
戸
籍
法
が
多
く
参
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
本
稿
で
は
、
朝
鮮
の
戸
籍
関
連
民
事
事
項
が
「
朝
鮮
民
事
令
」
に
基
づ
き
日
本
法
適
用
の
例
外
と
さ
れ
た
こ
と
と
、
戸
籍
台
帳
の
本
質
が
人
的
支
配
の
基
本
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
民
籍
法
」
が
、
統
監
府
か
ら
朝
鮮
総
督
府
へ
と
い
う
統
治
主
体
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
、
統
監
府
時
代
の
制
定
過
程
と
朝
鮮
総
督
府
時
代
の
改
正
過
程
を
直
線
的
に
捉
え
る
こ
と
に
す
る
。
一
　
「
民
籍
法
」
の
制
定
　
1
　
制
定
施
行
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
韓
国
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
起
源
は
遠
く
三
国
時
代
（
三
＝
二
年
）
に
ま
で
遡
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
専
ら
封
建
的
身
分
の
確
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
認
台
帳
、
あ
る
い
は
賦
役
課
徴
目
的
の
行
政
資
料
の
枠
を
越
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
「
全
国
内
〔
の
〕
戸
数
〔
と
〕
人
口
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
の
編
籍
」
と
い
う
近
代
的
な
国
勢
調
査
の
目
的
か
ら
実
施
さ
れ
た
の
が
、
一
八
九
六
年
九
月
勅
令
第
六
一
号
コ
戸
口
調
査
規
則
」
と
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）
部
令
第
八
号
コ
　
口
調
査
細
則
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
戸
籍
制
度
が
、
「
人
民
を
一
円
的
に
統
治
す
る
た
め
に
村
ご
と
に
家
単
位
に
漏
ら
す
こ
と
な
く
人
別
を
調
べ
る
と
い
う
江
戸
時
代
の
人
別
帳
の
作
製
（
中
略
）
明
治
の
新
政
権
が
人
民
統
治
の
た
め
に
作
り
あ
げ
た
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
籍
制
度
は
、
こ
の
前
史
な
し
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
王
朝
の
戸
籍
制
度
も
ま
た
国
家
に
よ
る
「
人
民
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
の
統
治
管
理
制
度
で
あ
り
、
古
く
か
ら
国
家
存
立
の
た
め
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
「
戸
口
調
査
規
則
」
で
は
、
「
横
二
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
五
分
」
「
長
木
尺
五
寸
」
の
コ
戸
牌
」
を
各
戸
の
「
門
首
二
掲
付
」
す
る
こ
と
を
定
め
、
国
家
が
戸
を
徹
底
的
に
管
理
し
て
い
た
。
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
時
に
そ
れ
は
、
九
四
年
「
甲
午
改
革
」
の
近
代
化
政
策
に
よ
る
奴
碑
制
度
の
廃
止
後
に
制
定
さ
れ
、
封
建
的
身
分
関
係
を
表
示
し
た
旧
来
の
戸
籍
制
度
の
欠
点
を
補
完
し
た
近
代
的
戸
籍
制
度
の
性
質
を
帯
び
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戸
籍
本
来
の
機
能
と
は
無
関
係
な
、
家
宅
の
瓦
草
別
・
間
数
・
持
家
借
家
別
の
記
載
事
項
か
ら
は
、
資
産
把
握
の
た
め
の
内
容
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
戸
主
の
職
・
戸
主
の
四
祖
及
び
職
を
記
載
す
る
な
ど
、
封
建
的
身
分
関
係
を
把
握
す
る
機
能
を
完
全
に
払
拭
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
コ
　
口
調
査
規
則
」
は
、
朝
鮮
王
朝
の
旧
制
度
の
残
津
が
交
錯
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
近
代
的
戸
籍
制
度
に
向
け
て
の
「
過
渡
的
制
度
」
　
　
（
1
9
）
で
あ
っ
た
。
　
コ
　
口
調
査
規
則
」
に
は
毎
年
一
度
の
修
正
時
期
ま
で
は
身
分
異
動
事
由
の
戸
籍
へ
の
反
映
が
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
現
実
と
戸
籍
面
が
整
合
し
な
い
と
い
う
制
度
的
欠
陥
が
存
在
し
、
ニ
ハ
人
民
二
対
ス
ル
不
法
徴
収
ニ
シ
テ
一
ハ
戸
ロ
ノ
隠
匿
是
ナ
リ
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
い
う
戸
口
調
査
現
場
で
の
問
題
点
も
浮
上
し
て
い
た
。
全
国
的
規
模
の
戸
ロ
調
査
経
費
が
政
府
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
戸
籍
用
紙
代
と
称
す
る
役
人
に
よ
る
「
人
民
」
か
ら
の
不
法
徴
収
と
、
不
法
徴
収
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
「
人
民
」
の
戸
口
隠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
匿
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
韓
国
政
府
は
、
〇
七
年
一
二
月
の
中
央
官
制
改
編
に
際
し
、
内
部
地
方
局
版
籍
課
を
地
理
課
と
民
籍
課
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
局
と
警
務
局
の
下
に
置
き
、
戸
口
及
び
民
籍
整
理
の
主
管
を
従
来
の
内
部
地
方
局
版
籍
課
よ
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り
同
警
務
局
民
籍
課
に
移
管
し
、
戸
籍
事
務
の
管
掌
を
府
サ
及
び
郡
守
よ
り
各
警
察
署
に
移
し
た
。
　
さ
て
「
民
籍
法
」
制
定
の
経
緯
で
あ
る
が
、
警
視
岩
井
敬
太
郎
（
兼
統
監
府
お
よ
び
内
部
書
記
官
）
が
「
民
籍
法
」
の
制
定
・
調
査
・
施
行
に
つ
い
て
書
い
た
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
に
よ
れ
ば
、
韓
国
政
府
中
央
官
制
改
編
の
の
ち
、
警
務
局
に
お
い
て
「
研
究
ノ
結
果
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
「
民
籍
法
」
制
定
の
必
要
性
を
認
め
、
「
民
籍
法
」
を
公
布
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
法
律
の
草
案
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
草
者
の
名
前
な
ど
は
特
定
で
き
な
い
が
、
同
書
に
「
本
法
草
按
ニ
ハ
申
告
事
項
中
寄
留
（
寄
口
）
ヲ
加
ヘ
テ
（
中
略
）
研
究
ノ
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
（
中
略
）
本
法
ノ
関
セ
サ
ル
所
ト
ナ
レ
リ
」
（
括
弧
内
は
原
文
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
警
務
局
で
起
草
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
統
監
府
時
代
の
韓
国
法
典
編
纂
事
業
に
は
、
法
律
専
門
家
と
し
て
の
梅
謙
次
郎
の
存
在
が
あ
り
、
梅
は
「
今
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
制
定
ヲ
要
ス
ル
法
律
」
と
し
て
「
戸
籍
法
」
制
定
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
に
ゆ
え
に
警
務
局
に
お
い
て
戸
籍
関
連
法
規
の
制
定
が
進
め
ら
れ
て
い
た
か
、
そ
の
理
由
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
戸
籍
で
は
な
く
、
民
籍
と
い
う
語
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
統
監
府
時
代
か
ら
朝
鮮
総
督
府
時
代
に
か
け
て
韓
国
慣
習
調
査
に
関
与
し
た
小
田
　
（
2
5
）
幹
治
郎
は
、
「
朝
鮮
で
も
従
前
は
戸
籍
で
あ
つ
て
、
民
籍
と
い
つ
た
こ
と
は
な
い
。
籍
民
と
い
ふ
言
葉
は
あ
つ
た
が
（
中
略
）
文
字
か
ら
い
へ
ば
民
籍
は
国
民
籍
。
即
ち
国
籍
の
や
う
に
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
が
（
中
略
）
現
在
の
所
で
は
、
民
籍
は
即
ち
戸
籍
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
警
務
局
が
韓
国
の
戸
口
及
び
民
籍
整
理
事
務
を
管
掌
し
て
か
ら
一
年
四
ヶ
月
後
の
〇
九
年
二
月
に
韓
国
政
府
は
、
「
民
籍
法
」
制
定
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
の
案
件
を
閣
議
提
出
し
、
同
三
月
に
法
律
第
八
号
「
民
籍
法
」
と
内
部
訓
令
第
三
九
号
「
民
籍
法
執
行
心
得
」
と
し
て
公
布
し
、
同
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
と
し
た
。
こ
れ
に
際
し
て
従
前
の
コ
　
口
調
査
規
則
」
は
廃
止
さ
れ
た
。
　
「
民
籍
法
」
の
実
施
に
際
し
て
は
、
「
予
メ
先
其
異
動
ノ
基
ク
処
ヲ
明
ニ
ス
ル
ノ
要
ア
リ
即
チ
先
ツ
民
籍
台
帳
ヲ
備
へ
而
シ
テ
異
動
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
整
理
行
ハ
ル
ヘ
シ
」
と
の
こ
と
か
ら
、
「
民
籍
台
帳
調
製
」
の
た
め
の
民
籍
実
査
か
ら
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
民
籍
法
」
の
施
行
に
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程5
先
立
ち
行
わ
れ
た
民
籍
実
査
の
経
緯
に
つ
い
て
、
『
民
籍
事
務
概
要
』
を
中
心
に
、
そ
の
他
の
新
聞
記
事
な
ど
を
参
照
し
て
概
観
す
る
。
　
6
　
民
籍
の
実
査
に
は
、
全
国
各
調
査
区
域
の
三
分
の
二
を
警
察
官
吏
に
、
残
り
三
分
の
一
を
憲
兵
に
「
督
力
調
査
」
さ
せ
る
と
さ
れ
た
。
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
に
よ
る
実
査
に
つ
い
て
、
岩
井
は
警
察
機
関
が
「
地
方
機
関
ノ
配
置
比
較
的
緻
密
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
「
人
民
二
申
告
義
務
ヲ
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭
欝
裂
騨
聾
謬
馨
讃
ハ
馳
器
瞬
婁
譲
難
聴
酷
鷲
戦
臥
勝
瑚
駈
轍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
在
所
」
を
選
ん
で
憲
兵
隊
を
送
る
と
す
る
訓
令
が
各
地
方
観
察
使
（
の
ち
道
長
官
）
に
下
さ
れ
て
い
た
。
憲
兵
の
協
力
を
求
め
た
背
景
に
は
も
う
一
つ
、
現
実
に
民
籍
の
異
動
が
続
出
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
民
籍
の
整
理
と
同
時
に
民
籍
実
査
の
急
速
な
進
捗
が
計
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
い
た
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
実
際
に
、
「
民
籍
法
」
公
布
約
一
ヶ
月
後
の
『
皇
城
新
聞
』
の
記
事
で
は
、
内
部
に
お
け
る
準
備
未
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
了
の
た
め
同
法
の
実
施
が
遅
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
憲
兵
の
民
籍
実
査
参
加
に
対
す
る
韓
国
民
の
反
応
が
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
『
皇
城
新
聞
』
は
、
憲
兵
が
戸
口
調
査
（
民
籍
実
査
）
を
す
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
と
報
道
し
て
い
た
。
民
籍
実
査
の
経
過
を
見
る
と
、
面
長
の
補
佐
を
受
け
た
警
察
官
吏
（
巡
査
）
が
主
体
と
な
っ
て
一
地
域
の
調
査
期
間
と
し
て
約
四
ヶ
月
を
目
途
に
、
濃
霧
期
及
び
降
雨
に
よ
る
交
通
断
絶
の
事
情
を
考
慮
し
て
全
国
一
斉
の
調
査
開
始
で
は
な
く
、
地
方
毎
に
異
な
る
時
期
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
調
査
開
始
日
と
し
、
翌
一
〇
年
二
月
の
完
了
を
目
標
に
、
〇
九
年
七
月
忠
清
北
道
を
含
む
七
地
域
に
関
す
る
調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
民
籍
実
査
の
開
始
に
よ
っ
て
、
内
部
警
務
局
民
籍
課
で
は
、
各
道
観
察
使
を
通
し
て
民
籍
簿
用
紙
及
び
申
告
書
用
紙
を
「
人
民
」
に
「
領
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
給
」
し
、
同
時
に
巡
査
及
び
面
長
に
同
用
紙
見
本
を
配
送
し
、
「
民
籍
法
説
明
」
・
「
民
籍
法
執
行
心
得
」
・
数
次
に
亙
る
内
部
訓
令
を
も
（
3
7
）
っ
て
、
「
民
籍
法
」
の
趣
旨
及
び
取
扱
い
方
を
説
明
し
、
地
域
管
内
の
一
般
民
衆
に
周
知
さ
せ
る
よ
う
下
達
し
た
。
し
か
し
、
一
般
の
民
衆
に
は
な
か
な
か
「
民
籍
法
」
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
に
調
査
の
実
施
が
容
易
で
な
か
っ
た
の
で
、
同
じ
く
内
部
警
務
局
で
は
「
鮮
釈
」
の
冊
子
を
編
輯
し
末
端
の
各
官
吏
に
送
付
し
、
あ
る
い
は
地
方
警
察
署
で
は
各
官
吏
を
招
集
し
て
説
明
会
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
行
う
な
ど
、
民
衆
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
　
こ
う
し
た
経
緯
を
辿
っ
た
民
籍
実
査
の
結
果
は
、
四
ヶ
月
と
い
う
当
初
の
予
想
を
超
え
、
調
査
期
間
が
「
短
キ
ハ
五
個
月
長
キ
ハ
殆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
ン
ト
十
個
月
」
と
長
引
い
た
た
め
、
「
民
籍
法
」
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
一
年
二
ヶ
月
が
経
っ
た
翌
一
〇
年
五
月
に
よ
う
や
く
民
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
籍
簿
と
し
て
完
成
し
た
。
調
査
期
間
が
長
期
化
し
た
理
由
は
、
水
害
と
流
行
病
の
発
生
、
「
暴
徒
」
討
伐
、
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件
な
ど
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
「
臨
時
ノ
大
事
件
続
出
」
の
た
め
に
民
籍
実
査
の
中
止
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
こ
と
、
調
査
現
場
に
お
け
る
民
衆
の
誤
解
及
び
妨
害
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
民
籍
実
査
遅
延
の
要
因
と
し
て
働
い
た
こ
と
、
日
本
人
巡
査
及
び
憲
兵
隊
員
な
ど
の
調
査
員
が
調
査
方
法
を
了
解
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
人
巡
査
は
韓
国
人
巡
査
と
、
憲
兵
は
補
助
員
と
組
合
わ
せ
た
二
～
三
人
組
の
調
査
員
を
編
成
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
、
予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
定
よ
り
二
～
三
倍
多
く
の
「
力
」
が
要
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
民
籍
実
査
に
か
か
っ
た
費
用
は
総
額
四
万
六
千
円
で
あ
り
、
内
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
と
度
支
部
と
の
協
議
の
末
、
政
府
予
算
よ
り
支
出
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
政
府
に
よ
る
民
籍
整
理
事
業
費
用
の
支
出
は
、
「
多
数
ノ
調
査
員
ト
経
費
ト
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ヤ
更
二
論
ヲ
待
タ
ス
此
両
者
ノ
多
少
ハ
即
チ
此
調
査
二
良
否
ノ
結
果
ヲ
齎
ラ
ス
『
バ
ロ
メ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
ル
』
ト
謂
ツ
ヘ
シ
」
と
す
る
、
警
務
局
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
以
前
の
コ
　
口
調
査
規
則
」
に
お
け
る
、
下
級
官
吏
の
住
民
に
対
す
る
不
法
徴
収
の
原
因
が
政
府
予
算
の
無
さ
に
あ
っ
た
と
見
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
実
査
の
完
了
と
同
時
に
、
民
籍
実
査
の
機
会
を
利
用
し
て
「
人
民
ノ
職
業
ヲ
知
悉
ス
ル
ハ
警
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
取
締
上
頗
ル
必
要
ノ
事
二
有
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
全
国
各
道
郡
の
戸
数
・
男
女
別
の
人
口
・
戸
主
の
職
業
別
に
関
す
る
調
査
を
同
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
平
行
的
に
行
い
、
そ
の
結
果
が
「
民
籍
統
計
表
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
当
時
一
般
民
衆
の
間
に
誤
解
　
　
　
　
（
4
9
）
が
生
じ
た
の
で
、
内
部
大
臣
（
朴
齊
純
）
は
、
民
籍
実
査
は
徴
税
及
び
犯
罪
捜
査
の
た
め
で
は
な
く
、
ま
た
国
籍
に
関
係
す
る
も
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
も
な
い
こ
と
を
、
あ
え
て
伝
え
て
い
た
。
以
上
の
実
査
を
含
む
民
籍
の
整
理
作
業
は
具
体
的
に
、
内
部
警
務
局
長
松
井
茂
の
も
と
に
内
部
書
記
官
趙
聲
九
を
内
部
民
籍
課
長
に
据
え
、
警
視
斎
藤
豊
三
を
課
長
補
佐
に
、
同
岩
井
敬
太
郎
と
同
今
村
靹
に
は
戸
口
関
連
旧
慣
調
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
査
を
担
当
さ
せ
、
行
わ
れ
た
。
　
以
上
、
「
民
籍
法
」
の
制
定
に
は
、
内
部
警
務
局
民
籍
課
の
主
管
下
に
約
一
年
四
ヶ
月
の
制
定
施
行
に
向
け
た
準
備
期
間
を
経
て
、
韓
国
政
府
に
よ
り
「
民
籍
法
」
と
し
て
公
布
さ
れ
た
が
、
民
籍
簿
の
基
礎
台
帳
作
成
の
必
要
か
ら
、
施
行
に
先
立
ち
約
一
年
二
ヶ
月
に
亙
る
日
本
人
警
察
及
び
憲
兵
主
導
下
の
全
国
戸
口
の
民
籍
実
査
に
基
づ
く
「
民
籍
台
帳
調
製
」
の
完
了
を
も
っ
て
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
「
民
籍
統
計
表
」
も
作
成
さ
れ
、
全
国
各
道
郡
の
戸
口
に
関
す
る
警
察
取
締
上
の
基
礎
資
料
が
初
め
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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2
　
規
定
内
容
　
全
八
条
か
ら
な
る
「
民
籍
法
」
の
規
定
内
容
は
、
第
一
条
で
身
分
異
動
の
申
告
事
項
と
し
て
、
出
生
・
死
亡
・
戸
主
変
更
・
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
・
罷
養
（
養
子
離
縁
）
・
分
家
・
一
家
創
立
・
入
家
・
廃
家
・
廃
絶
家
再
興
・
「
附
籍
」
・
移
居
（
転
籍
）
・
「
改
名
」
（
結
婚
後
の
幼
名
変
更
）
の
一
五
項
目
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
、
申
告
義
務
者
と
定
め
た
戸
主
を
し
て
、
事
由
発
生
後
一
〇
日
以
内
に
本
籍
地
の
所
轄
面
長
に
申
告
し
（
第
一
・
二
条
）
、
申
告
義
務
者
が
本
籍
地
外
居
住
の
際
は
居
住
地
所
轄
面
長
に
申
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
第
四
条
）
。
申
告
事
項
中
、
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
及
び
罷
養
に
は
戸
主
の
連
署
を
必
要
と
し
（
第
三
条
）
、
申
告
は
書
面
と
口
頭
の
両
方
を
用
い
（
第
五
条
）
、
申
告
解
怠
者
は
五
〇
以
下
の
答
刑
ま
た
は
五
円
以
下
の
罰
金
刑
に
、
虚
位
申
告
者
は
六
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
刑
に
処
す
と
定
め
て
い
る
（
第
六
条
）
。
最
後
に
、
漢
城
府
（
の
ち
京
城
）
で
は
所
轄
警
察
官
署
に
申
告
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
第
七
条
）
。
行
政
区
画
上
、
漢
城
府
に
は
面
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
　
以
前
の
コ
戸
口
調
査
規
則
」
で
定
め
た
身
分
異
動
申
告
事
項
の
出
生
・
死
亡
・
戸
主
変
更
・
分
家
・
移
居
に
比
べ
て
、
一
〇
の
事
項
が
多
く
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
戸
籍
関
連
法
規
と
し
て
は
極
く
簡
略
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
〇
に
も
及
ぶ
身
分
異
動
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
前
述
の
通
り
、
戸
籍
法
が
元
来
「
人
民
」
統
制
管
理
目
的
の
性
格
を
有
す
る
戸
籍
制
度
の
法
的
措
置
で
あ
る
以
上
、
当
時
韓
国
の
置
か
れ
た
状
況
か
ら
し
て
、
「
民
籍
法
」
の
行
政
的
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
締
法
規
と
し
て
の
性
格
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
以
下
で
は
「
民
籍
法
」
で
新
し
く
規
定
し
た
身
分
異
動
の
申
告
事
項
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
に
つ
い
て
、
従
来
の
伝
統
的
な
身
分
異
動
関
連
の
慣
習
と
の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
伝
統
的
な
朝
鮮
王
朝
社
会
で
は
、
婚
姻
の
種
類
、
婚
礼
儀
式
、
「
同
本
同
姓
」
の
血
族
間
の
婚
姻
禁
止
に
つ
い
て
『
経
国
大
典
』
『
刑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
法
大
全
』
な
ど
の
諸
規
範
で
定
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
違
反
し
た
際
の
刑
罰
事
項
、
即
ち
国
家
に
よ
る
規
律
的
側
面
を
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
一
種
の
社
会
的
規
範
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
離
婚
に
つ
い
て
は
厳
格
な
「
制
限
主
義
」
が
取
ら
れ
、
協
議
離
婚
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
「
義
切
」
「
逆
家
離
婚
」
な
ど
特
別
な
強
制
離
婚
が
存
在
し
、
主
に
下
層
民
の
間
で
は
離
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
婚
姻
．
離
婚
の
行
為
と
も
、
官
に
届
け
出
る
か
、
ま
た
は
官
の
許
可
を
得
る
か
な
ど
の
手
続
規
定
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
慣
習
上
、
「
長
子
相
続
」
主
義
に
よ
り
長
男
を
除
く
次
男
以
下
は
成
婚
後
に
分
家
の
行
為
が
、
相
続
後
継
者
絶
滅
の
家
及
び
戸
主
が
養
子
入
り
し
た
家
で
は
廃
絶
家
の
行
為
が
、
祭
祀
後
継
者
が
現
わ
れ
た
廃
絶
家
で
は
廃
絶
家
再
興
の
行
為
が
、
生
ず
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
　
（
5
8
）
ら
ず
、
こ
れ
ら
に
も
ま
た
、
官
へ
の
届
け
出
や
官
の
許
可
を
得
る
措
置
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
「
民
籍
法
」
で
規
定
し
た
以
上
の
身
分
異
動
に
関
す
る
申
告
事
項
を
設
け
た
こ
と
は
、
戸
籍
と
関
連
し
た
民
事
慣
習
を
法
律
に
結
び
つ
け
る
意
義
を
有
し
た
。
　
「
改
名
」
事
項
と
の
関
連
で
は
、
「
本
法
二
於
テ
ハ
男
女
何
レ
モ
必
ス
一
人
一
名
ヲ
付
セ
シ
ム
ル
ノ
趣
旨
（
中
略
）
其
幼
名
ニ
テ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
（
中
略
）
若
シ
改
名
セ
ハ
其
申
告
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ノ
意
ナ
リ
」
と
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
王
朝
社
会
で
は
従
来
、
婚
姻
と
と
も
に
男
子
は
幼
名
を
改
め
、
女
子
は
幼
名
を
廃
す
る
慣
習
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
項
目
は
そ
う
し
た
慣
習
に
対
応
し
た
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
附
籍
」
の
規
定
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
人
間
ノ
生
ヲ
享
ケ
ナ
ガ
ラ
（
中
略
）
一
ノ
物
権
ト
同
視
セ
ラ
レ
（
中
略
）
普
通
人
ト
同
等
ナ
ル
社
会
上
ノ
権
利
義
務
ノ
主
体
タ
ル
ノ
能
力
ナ
キ
者
ト
看
倣
サ
レ
独
立
ノ
民
籍
ヲ
有
セ
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
今
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（
6
0
）
回
特
二
之
二
独
立
籍
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
・
シ
タ
ル
」
と
し
て
お
り
、
既
述
の
「
甲
午
改
革
」
以
後
、
封
建
的
身
分
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
奴
脾
が
、
「
民
籍
法
」
に
よ
り
初
め
て
法
律
上
に
籍
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
「
総
テ
ノ
申
告
ハ
之
ヲ
其
主
家
即
チ
附
籍
主
ノ
義
務
ト
シ
（
中
略
）
他
日
附
籍
主
ト
ノ
関
係
ヲ
断
チ
独
立
ノ
生
活
ヲ
為
ス
ノ
暁
二
至
ラ
バ
普
通
ノ
民
籍
ヲ
編
成
ス
へ
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
キ
」
と
の
こ
と
か
ら
、
「
附
籍
」
は
奴
脾
が
完
全
な
民
籍
を
有
す
る
ま
で
の
問
の
一
時
的
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
「
附
籍
」
創
設
の
目
的
は
、
住
職
が
戸
主
と
し
て
設
定
さ
れ
た
寺
院
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
僧
侶
も
「
附
籍
者
」
と
し
た
こ
と
か
ら
窺
わ
　
　
　
（
6
2
）
れ
る
よ
う
に
、
無
籍
者
の
根
絶
に
よ
る
人
口
漏
洩
防
止
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
反
面
、
韓
国
政
府
の
近
代
化
政
策
に
よ
る
制
度
上
・
名
目
上
の
身
分
解
放
と
は
異
な
り
、
実
際
に
は
自
立
す
る
だ
け
の
能
力
が
な
く
、
な
お
も
主
家
附
属
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
奴
碑
の
状
況
が
判
明
し
、
「
民
籍
法
」
に
は
そ
う
し
た
当
時
の
社
会
実
情
が
参
酌
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
附
籍
」
事
項
の
新
設
は
一
時
的
な
措
置
と
は
い
え
、
奴
碑
の
戸
籍
（
民
籍
）
を
有
す
る
地
位
を
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
一
方
で
、
「
民
籍
法
」
は
旧
コ
　
口
調
査
規
則
」
で
定
め
て
い
た
寄
口
と
雇
用
を
削
除
し
た
。
寄
口
と
は
、
旧
コ
　
口
調
査
細
則
」
に
「
無
家
無
依
ニ
シ
テ
原
籍
ヲ
成
サ
ス
族
戚
知
旧
問
ノ
戸
内
二
寄
居
ス
ル
モ
ノ
」
（
第
四
条
）
と
、
寄
留
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
人
口
「
漏
落
」
の
な
い
よ
う
に
雇
用
と
と
も
に
記
載
し
て
い
た
事
項
で
あ
っ
た
。
「
民
籍
法
」
で
そ
れ
ら
を
削
除
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
「
寄
留
（
寄
口
）
ヲ
（
中
略
）
本
法
以
外
ノ
取
扱
二
委
ス
ル
ヲ
適
当
ト
認
メ
剛
除
セ
シ
メ
（
中
略
）
本
法
ノ
取
扱
区
域
ハ
本
籍
者
ノ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
二
止
マ
リ
」
（
括
弧
は
原
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
同
法
は
抽
象
的
な
家
と
し
て
の
、
本
籍
地
を
同
じ
く
す
る
者
の
み
を
取
扱
範
囲
と
し
た
の
で
、
元
奴
碑
と
は
異
な
り
、
本
籍
を
も
つ
寄
口
及
び
雇
用
の
者
は
「
附
籍
」
の
対
象
外
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
前
の
「
戸
口
調
査
規
則
」
が
現
実
の
実
際
上
の
家
族
状
況
を
表
わ
す
「
同
居
本
位
」
の
主
義
を
と
り
、
今
日
的
な
意
味
に
お
け
る
「
住
民
登
録
」
主
義
的
性
質
を
帯
び
て
い
た
の
に
対
し
、
「
民
籍
法
」
は
抽
象
的
な
家
を
表
わ
す
「
同
本
籍
本
位
」
の
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
　
　
　
（
6
4
）
ら
か
に
な
る
。
10東洋文化研究6号
　
「
民
籍
法
」
に
続
き
、
施
行
細
則
と
し
て
の
「
民
籍
法
執
行
心
得
」
（
全
十
条
）
を
通
し
て
、
民
籍
処
理
に
関
す
る
規
定
内
容
を
一
瞥
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
民
籍
簿
は
警
察
署
・
警
察
分
署
及
び
巡
査
駐
在
所
に
備
置
し
、
住
民
の
申
告
書
を
収
合
し
た
面
長
が
翌
月
一
五
日
ま
で
所
轄
警
察
官
署
に
送
付
し
（
第
一
・
八
条
）
、
民
籍
除
外
者
は
面
別
の
除
籍
簿
と
し
（
第
一
条
）
、
民
籍
に
は
地
名
及
び
戸
番
号
を
付
す
こ
と
（
第
二
条
）
。
「
戸
主
、
戸
主
の
直
系
尊
属
、
同
配
偶
者
、
同
直
系
卑
属
及
び
そ
の
配
偶
者
、
同
傍
系
親
及
び
そ
の
配
偶
者
、
同
親
族
で
な
い
者
、
妾
は
妻
に
順
ず
」
の
記
載
順
に
記
載
し
（
第
三
条
）
、
棄
児
発
見
の
時
は
一
家
創
立
、
同
収
養
の
際
は
一
家
創
立
後
に
養
子
、
扶
養
者
存
在
の
際
は
「
附
籍
」
と
し
て
各
々
処
理
の
こ
と
（
第
四
条
）
。
一
家
廃
絶
の
際
は
そ
の
旨
を
記
載
し
て
除
籍
処
理
し
（
第
五
条
）
、
「
附
籍
者
」
の
民
籍
は
↓
家
毎
に
別
紙
を
も
っ
て
編
製
し
、
「
附
籍
主
」
の
民
籍
の
末
尾
に
編
綴
し
、
か
つ
「
附
籍
主
」
の
姓
名
及
び
「
附
籍
」
し
た
旨
を
記
載
す
る
こ
と
（
第
六
条
）
。
面
長
は
、
届
出
の
慨
怠
者
に
対
し
催
告
を
行
い
、
口
頭
申
告
書
を
記
載
し
（
第
七
条
）
、
警
察
官
署
は
面
長
か
ら
の
申
告
書
中
に
あ
る
他
管
者
の
民
籍
は
所
轄
警
察
署
に
送
致
す
る
こ
と
（
第
八
条
）
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
警
察
の
民
籍
簿
管
理
を
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
民
籍
法
」
の
行
政
取
締
法
的
性
格
が
再
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
祖
先
崇
拝
と
祭
祀
相
続
を
最
重
要
視
し
た
朝
鮮
王
朝
社
会
で
は
、
祭
祀
相
続
の
後
継
者
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
得
と
深
く
結
び
つ
い
て
、
妻
に
子
が
無
い
場
合
に
は
妾
を
置
く
こ
と
が
慣
習
上
公
認
さ
れ
て
い
た
が
、
民
籍
上
に
妾
を
夫
の
家
族
と
し
て
編
入
し
、
民
籍
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
民
籍
法
」
は
妾
の
地
位
を
法
律
上
公
認
す
る
端
緒
と
な
っ
た
初
の
法
律
と
な
っ
た
。
　
続
い
て
、
上
記
第
三
条
の
記
載
順
位
確
認
の
こ
と
を
含
め
、
実
際
に
民
籍
（
の
書
式
）
を
見
る
と
、
ま
ず
本
籍
の
地
名
と
戸
番
号
を
記
載
し
、
戸
主
欄
に
は
、
本
（
始
祖
出
生
地
の
地
名
）
、
前
戸
主
、
戸
主
に
な
っ
た
原
因
（
前
戸
主
死
亡
、
一
家
創
立
、
分
家
、
廃
家
再
興
の
区
分
）
と
そ
の
年
月
日
、
父
（
実
父
の
姓
名
）
、
母
（
実
母
の
姓
名
）
、
（
他
家
か
ら
入
っ
た
場
合
は
生
家
の
父
母
の
姓
名
）
、
戸
主
の
出
生
別
（
長
女
・
次
男
な
ど
男
女
別
の
出
生
順
位
と
、
庶
子
・
婚
姻
外
出
生
子
な
ど
の
出
生
区
別
）
、
戸
主
の
姓
名
及
び
生
年
月
日
、
事
由
（
身
分
異
動
の
原
因
）
を
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戸
主
外
の
戸
内
家
族
員
は
、
上
記
第
三
条
の
記
載
順
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（
6
6
）
に
沿
っ
て
家
族
員
全
員
の
各
自
の
身
位
（
戸
主
を
基
準
と
す
る
続
柄
）
、
父
、
母
、
出
生
別
、
本
、
姓
名
、
生
年
月
日
、
事
由
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
民
籍
簿
は
、
明
ら
か
に
戸
を
単
位
と
し
て
お
り
、
戸
主
を
筆
頭
に
戸
内
家
族
員
全
員
を
記
載
す
る
の
で
、
民
籍
簿
を
通
し
て
そ
の
戸
内
、
即
ち
家
族
内
の
身
分
関
係
が
一
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
「
民
籍
法
」
の
家
族
内
の
身
分
関
係
を
公
示
公
証
す
る
た
め
の
機
能
を
担
う
姿
が
見
ら
れ
る
。
　
以
上
、
「
民
籍
法
」
は
新
設
さ
れ
た
規
定
事
項
を
含
む
身
分
異
動
に
関
す
る
記
載
内
容
か
ら
、
慣
習
を
法
律
に
結
び
つ
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
不
文
の
慣
習
を
把
握
し
「
民
籍
法
」
に
条
文
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
慣
習
の
成
文
化
過
程
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
記
載
形
式
か
ら
は
、
戸
主
の
家
族
内
に
お
け
る
権
限
と
外
部
に
対
し
て
戸
を
代
表
す
る
権
能
を
初
め
て
法
律
上
に
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戸
を
単
位
と
し
た
戸
主
中
心
の
戸
籍
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
12東洋文化研究6号
　
3
　
法
律
第
一
二
号
コ
　
籍
法
」
と
の
関
連
　
「
民
籍
法
」
制
定
当
時
の
一
九
〇
九
年
に
お
け
る
日
本
の
戸
籍
制
度
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
法
律
第
一
二
号
コ
　
籍
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
（
以
下
、
法
律
第
一
二
号
と
記
す
）
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
「
民
籍
法
」
の
制
定
に
は
、
同
法
が
多
く
反
映
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
法
律
第
一
二
号
は
、
身
分
関
連
事
項
と
家
籍
関
連
事
項
を
別
々
に
規
定
し
、
前
者
は
身
分
登
記
簿
に
、
後
者
は
戸
籍
簿
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
戸
籍
の
概
念
が
「
単
な
る
戸
口
調
査
の
文
書
を
意
味
し
た
も
の
」
か
ら
、
「
人
の
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
分
関
係
を
公
証
す
る
文
書
を
意
味
す
る
様
に
転
化
し
た
」
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
「
転
化
」
過
程
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
両
者
の
関
連
規
定
が
合
一
さ
れ
た
戸
籍
関
連
法
規
の
完
成
を
見
る
に
至
る
ま
で
の
間
の
「
過
渡
期
的
」
な
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
第
一
二
号
に
よ
っ
て
日
本
で
初
め
て
各
人
の
権
利
の
基
で
あ
る
身
分
を
確
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
は
戸
籍
関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
法
規
上
の
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
法
律
第
＝
一
号
は
、
同
じ
く
一
八
九
八
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
明
治
民
法
の
施
行
、
な
か
で
も
法
律
第
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
「
民
法
第
四
編
第
五
編
」
の
施
行
に
伴
っ
て
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
親
族
及
び
相
続
関
連
民
事
事
項
の
創
設
的
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
告
を
規
定
す
る
民
法
と
、
そ
の
手
続
法
と
し
て
の
報
告
的
申
告
を
規
定
す
る
戸
籍
関
連
法
規
の
同
時
運
用
と
い
う
意
味
か
ら
、
然
る
べ
き
法
律
制
定
及
び
施
行
の
順
序
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
韓
国
に
お
い
て
は
、
親
族
及
び
相
続
関
連
の
法
規
を
含
む
民
法
典
が
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
籍
関
連
法
規
と
し
て
の
「
民
籍
法
」
の
起
草
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
韓
国
「
民
籍
法
」
の
起
草
に
、
法
律
第
一
二
号
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
　
そ
れ
で
は
、
「
民
籍
法
」
が
法
律
第
一
二
号
か
ら
受
け
た
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
九
章
二
二
三
条
に
及
ぶ
法
律
第
一
二
号
の
な
か
で
身
分
登
記
簿
の
申
告
事
項
を
見
る
と
、
上
記
「
民
籍
法
」
の
全
申
告
事
項
を
包
含
し
て
お
り
、
そ
の
外
に
も
「
嫡
出
子
否
認
、
私
生
子
認
知
、
後
見
、
隠
居
、
失
踪
、
推
定
家
督
相
続
人
の
廃
除
、
家
督
相
続
人
の
指
定
、
復
籍
拒
絶
、
国
籍
の
得
失
、
族
称
の
変
更
、
身
分
登
記
の
変
更
」
が
あ
り
、
「
民
籍
法
」
よ
り
規
定
項
目
数
が
多
い
。
そ
し
て
戸
籍
簿
は
、
戸
籍
事
務
事
項
（
戸
籍
は
戸
籍
吏
管
轄
地
内
の
本
籍
者
、
地
番
号
順
の
帳
簿
、
正
副
二
本
の
作
成
、
監
督
区
裁
判
所
管
轄
の
地
方
裁
判
所
に
副
本
保
存
、
抹
消
戸
籍
の
除
籍
簿
処
理
及
び
戸
籍
役
場
保
存
）
、
戸
籍
の
記
載
事
項
、
同
記
載
順
位
（
「
民
籍
法
」
と
同
一
）
、
同
記
載
手
続
き
、
抗
告
・
手
数
料
・
罰
則
規
定
か
ら
な
っ
て
い
る
。
　
以
上
を
、
「
民
籍
法
」
と
対
照
し
整
理
す
る
と
、
「
民
籍
法
」
は
日
本
民
法
上
の
抽
象
的
な
家
を
表
示
す
る
法
律
第
一
二
号
の
家
の
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
在
地
を
表
わ
す
本
籍
地
概
念
を
用
い
、
戸
主
を
中
心
と
す
る
戸
を
単
位
と
し
た
戸
籍
の
定
義
を
継
受
し
て
い
た
。
ま
た
、
申
告
事
項
の
数
（
種
類
）
は
少
な
い
も
の
の
、
「
民
籍
法
」
は
法
律
第
一
二
号
の
規
定
す
る
身
分
異
動
の
諸
概
念
を
継
受
す
る
と
と
も
に
、
記
載
順
位
、
様
式
及
び
取
扱
手
続
、
戸
籍
の
編
製
な
ど
の
形
式
面
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
民
籍
法
」
が
法
律
第
一
二
号
を
継
受
し
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
、
戸
主
権
強
化
に
よ
る
近
代
日
本
の
家
父
長
制
を
表
象
す
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程13
る
観
念
的
な
「
家
制
度
」
が
韓
国
戸
籍
制
度
上
に
初
め
て
法
的
地
位
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
在
下
に
も
「
民
籍
法
」
の
制
定
施
行
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
二
　
「
民
籍
法
」
の
改
正
民
法
不
　
1
4
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1
　
民
籍
改
正
関
連
の
法
令
　
「
民
籍
法
」
の
改
正
経
過
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
、
「
民
籍
法
」
の
改
正
内
容
と
、
日
本
の
戸
籍
法
な
ら
び
に
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
と
の
関
連
で
見
て
い
く
。
以
下
で
は
、
民
籍
改
正
関
連
の
法
令
と
、
「
民
籍
法
」
そ
の
も
の
の
改
正
に
関
す
る
法
令
と
に
大
別
し
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
　
先
に
、
民
籍
改
正
関
連
の
法
令
か
ら
取
り
上
げ
る
。
一
九
一
一
年
一
〇
月
の
府
令
第
一
二
四
号
「
朝
鮮
人
ノ
姓
名
改
称
二
関
ス
ル
件
」
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
（
全
三
条
）
が
あ
る
。
朝
鮮
人
が
姓
名
を
改
称
す
る
と
き
は
改
称
希
望
の
姓
名
と
理
由
を
記
し
、
戸
主
ま
た
は
夫
の
承
諾
書
と
民
籍
謄
本
を
添
え
、
所
轄
警
察
署
に
願
出
て
、
そ
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
「
民
籍
法
」
で
は
、
身
分
異
動
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
既
述
の
「
改
名
」
（
第
一
条
の
一
五
）
事
項
に
詳
細
な
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
不
備
を
補
う
た
め
の
手
続
を
規
定
し
た
補
完
法
令
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
引
き
続
き
同
一
二
月
に
は
府
令
第
一
四
八
号
「
民
籍
法
ノ
閲
覧
其
ノ
他
二
関
ス
ル
件
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
（
全
三
条
）
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
民
籍
簿
の
閲
覧
及
び
謄
抄
本
交
付
の
請
求
手
続
と
手
数
料
を
詳
細
に
定
め
た
の
み
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
か
ら
、
二
一
年
六
月
に
府
令
第
九
九
号
「
朝
鮮
人
ト
内
地
人
ト
ノ
婚
姻
ノ
民
籍
手
続
二
関
ス
ル
件
」
（
全
一
一
条
）
が
出
さ
れ
悔
こ
の
法
令
で
は
・
戻
籍
法
L
の
三
回
改
正
（
一
五
・
＝
ハ
・
三
年
）
の
後
に
制
定
さ
れ
た
・
朝
鮮
人
と
内
地
人
（
法
令
通
り
表
記
す
。
以
下
同
）
と
の
婚
姻
に
よ
る
民
籍
手
続
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
。
前
述
の
通
り
、
「
民
籍
法
」
に
は
婚
姻
関
連
の
規
定
も
ま
た
詳
細
で
な
か
．
た
の
で
、
一
五
年
八
月
官
通
牒
第
二
四
〇
号
罠
籍
事
務
取
扱
二
関
ス
ル
件
L
（
全
一
八
項
目
）
で
初
嵩
・
「
八
・
婚
姻
二
関
ス
ル
事
項
」
に
、
朝
鮮
人
の
女
子
が
婚
姻
に
よ
っ
て
内
地
人
の
家
に
入
る
場
合
は
除
籍
し
、
朝
鮮
人
が
内
地
人
を
妻
と
為
す
場
合
は
婚
姻
に
よ
る
入
籍
手
続
き
を
行
う
べ
き
と
、
定
め
て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
府
令
第
九
九
号
に
よ
っ
て
、
婚
姻
届
出
は
夫
の
本
籍
地
ま
た
は
所
在
地
で
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
内
地
人
が
女
戸
主
の
場
合
は
妻
の
所
在
地
で
行
い
（
第
一
条
）
、
当
事
者
及
び
父
母
の
氏
名
（
姓
名
）
．
生
年
月
日
．
本
籍
と
当
事
者
の
職
業
を
記
載
し
、
満
二
〇
歳
以
上
の
保
証
人
二
人
（
第
三
条
）
、
戸
主
及
び
親
族
会
の
同
意
書
と
官
庁
の
許
可
書
の
謄
本
を
添
付
す
る
こ
と
（
第
五
条
）
、
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
内
地
人
と
婚
姻
す
る
朝
鮮
人
の
法
的
婚
姻
要
件
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
年
四
月
法
律
第
三
九
号
「
共
通
法
」
第
三
条
コ
ノ
地
域
ノ
法
令
二
依
リ
其
ノ
地
域
ノ
家
二
入
ル
者
ハ
他
ノ
地
域
ノ
家
ヲ
去
ル
。
一
ノ
地
域
ノ
法
令
二
依
リ
家
ヲ
去
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
者
ハ
他
ノ
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）
域
ノ
家
二
入
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
の
施
行
に
伴
い
、
そ
の
附
属
令
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
地
域
と
は
、
「
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
又
ハ
関
東
州
（
中
略
）
内
地
ニ
ハ
樺
太
ヲ
包
含
ス
」
を
指
す
（
「
共
通
法
」
第
一
条
）
。
従
っ
て
、
日
本
人
と
婚
姻
す
る
朝
鮮
人
の
日
本
へ
の
入
国
可
否
如
何
は
、
朝
鮮
法
令
の
定
め
る
出
国
可
否
如
何
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
そ
の
朝
鮮
出
国
可
否
如
何
と
は
、
上
記
の
民
籍
関
連
事
項
を
具
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
こ
に
、
民
籍
改
正
関
連
法
令
の
、
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
に
連
動
し
て
改
正
さ
れ
た
痕
が
見
ら
れ
る
。
　
以
上
、
上
記
三
つ
の
民
籍
改
正
関
連
の
法
令
は
い
ず
れ
も
、
「
民
籍
法
」
の
内
容
が
極
め
て
簡
単
、
か
つ
詳
細
な
手
続
規
定
に
欠
け
て
い
た
こ
と
と
、
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
に
連
動
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
引
続
き
、
「
民
籍
法
」
そ
の
も
の
の
改
正
を
見
る
と
、
計
四
度
の
一
連
の
改
正
時
期
が
一
五
年
と
二
一
年
を
境
に
大
き
く
分
か
れ
、
一
五
年
日
本
の
法
律
第
二
六
号
コ
　
籍
法
」
（
以
下
、
法
律
第
二
六
号
と
記
す
）
の
施
行
と
二
一
年
同
法
改
正
の
時
に
符
合
す
る
点
か
ら
、
後
者
の
前
者
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
、
前
者
の
改
正
内
容
及
び
経
過
と
、
朝
鮮
総
督
府
令
の
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程15
他
法
令
な
ら
び
に
慣
習
と
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。
第
一
期
、
第
二
期
と
す
る
。
加
え
て
、
計
四
度
の
改
正
を
大
き
く
二
つ
の
改
正
期
に
ま
と
め
、
仮
に
そ
れ
ぞ
れ
　
2
　
第
一
期
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
「
民
籍
法
」
の
第
一
次
改
正
と
し
て
の
一
九
一
五
年
三
月
府
令
第
一
七
号
で
は
、
「
府
及
面
二
民
籍
簿
ヲ
備
フ
」
の
項
目
を
新
し
く
加
え
、
従
来
警
察
署
に
備
置
し
た
民
籍
簿
を
行
政
官
庁
に
移
す
と
し
た
（
第
一
条
の
一
）
。
そ
し
て
、
民
籍
申
告
の
管
掌
者
と
し
て
従
来
、
面
長
の
な
い
地
で
は
面
長
の
代
理
が
、
漢
城
府
に
お
い
て
は
所
轄
警
察
官
署
が
行
う
と
し
た
規
定
（
第
七
条
）
を
、
削
除
し
た
。
　
上
記
改
正
の
背
景
に
は
、
そ
の
約
一
ヶ
月
前
（
同
四
月
一
日
）
の
全
国
各
道
長
官
、
警
務
総
長
及
び
部
長
へ
の
総
督
（
寺
内
正
毅
）
訓
令
に
、
「
地
方
行
政
機
関
漸
ク
備
バ
リ
府
面
ノ
事
務
亦
昔
日
ノ
面
目
ヲ
改
ム
ル
ニ
至
リ
（
中
略
）
民
籍
事
務
ヲ
府
サ
面
長
ノ
管
掌
二
移
ス
」
と
あ
る
こ
と
雛
2
五
年
民
籍
霧
管
掌
の
警
察
官
署
か
ら
府
護
び
面
長
な
ど
の
地
友
π
政
官
署
へ
の
移
管
が
あ
・
た
・
、
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
日
韓
併
合
に
伴
う
一
〇
年
九
月
の
勅
令
第
三
五
七
号
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
」
に
よ
り
道
府
郡
面
か
ら
な
る
行
政
区
域
の
篇
と
府
面
制
が
実
施
さ
れ
麓
・
そ
の
約
五
年
後
に
よ
う
や
良
籍
関
連
の
行
政
に
も
適
用
さ
れ
た
・
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
従
来
面
長
の
み
が
担
当
し
た
民
籍
届
出
受
理
業
務
に
府
サ
を
加
え
る
こ
と
と
、
面
長
不
在
地
が
消
滅
し
た
の
で
以
前
の
面
長
代
理
規
定
事
項
を
削
除
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
民
籍
法
」
の
施
行
か
ら
約
六
年
後
に
、
警
察
か
ら
行
政
官
へ
民
籍
管
掌
の
移
管
が
実
現
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
ま
た
、
上
記
訓
令
で
は
「
民
籍
ノ
異
動
ハ
申
告
二
基
キ
訂
正
加
除
ヲ
要
ス
ル
モ
（
中
略
）
申
告
ヲ
侯
ツ
コ
ト
ナ
ク
進
テ
之
ヲ
督
責
シ
以
テ
申
告
ノ
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
」
と
、
申
告
主
義
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
引
き
続
き
調
査
主
義
を
並
行
す
る
と
し
た
こ
と
か
ら
、
民
籍
管
掌
の
行
政
官
へ
の
移
管
後
も
な
お
警
察
に
よ
る
民
籍
実
査
（
戸
口
調
査
）
は
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
民
籍
法
」
の
第
一
次
改
正
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
」
と
い
う
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
に
連
動
し
つ
つ
行
わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
こ
の
改
正
の
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
、
日
本
の
戸
籍
法
、
法
律
第
二
六
号
と
の
関
連
を
見
る
。
　
両
者
を
照
合
す
る
と
、
上
記
「
民
籍
法
」
の
改
正
で
民
籍
事
務
を
管
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
府
及
面
」
は
、
法
律
第
二
六
号
の
第
＝
条
「
市
役
所
又
は
町
村
役
場
」
に
当
て
は
ま
り
、
前
者
の
「
府
サ
又
は
面
長
」
は
後
者
の
「
市
町
村
長
」
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
戸
籍
霧
は
非
訟
事
件
的
な
性
質
雷
冊
び
る
覆
の
司
法
行
政
霧
と
掩
・
そ
の
監
督
を
裁
判
所
に
・
監
督
者
を
「
区
裁
判
所
の
一
人
ノ
判
事
又
ハ
監
督
判
事
」
（
第
三
条
）
と
し
て
い
た
が
、
裁
判
所
が
戸
籍
事
務
の
監
督
官
署
に
な
っ
て
い
な
い
朝
鮮
で
は
、
上
記
朝
鮮
馨
府
地
方
喜
制
L
第
五
条
に
依
拠
騨
「
道
長
官
」
を
法
律
第
二
六
号
規
定
の
判
事
星
肥
・
民
籍
監
督
を
荏
、
せ
て
観
。
民
籍
簿
の
保
管
所
に
つ
い
て
は
、
警
察
官
署
で
保
管
し
て
い
た
民
籍
攣
地
方
行
政
官
署
に
移
す
・
と
の
み
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
籍
簿
は
改
正
前
と
同
じ
く
一
本
で
あ
り
、
そ
の
保
管
所
は
地
方
行
政
機
関
で
あ
っ
た
点
で
、
法
律
第
一
二
号
以
来
正
副
本
二
本
の
戸
籍
簿
中
の
副
本
一
本
を
裁
判
所
に
保
管
し
て
き
た
、
日
本
の
法
律
第
二
六
号
と
は
異
な
っ
て
い
た
点
も
確
認
さ
れ
る
。
と
．
、
ろ
夢
A
7
回
の
「
民
籍
法
」
の
改
正
を
受
け
て
、
同
年
八
月
に
訓
令
第
四
七
号
を
も
．
て
「
民
籍
法
麩
忌
得
」
の
大
幅
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
整
理
す
る
と
、
条
文
中
の
「
面
長
」
を
「
府
ヂ
又
ハ
面
長
」
に
、
「
警
察
官
署
」
を
「
府
ヂ
又
ハ
面
長
」
に
改
め
た
こ
と
に
加
え
て
、
従
来
「
地
名
及
戸
番
号
」
の
み
で
あ
っ
た
民
籍
簿
に
「
地
番
号
」
を
付
し
、
第
三
条
二
項
の
「
妾
ハ
妻
二
準
ス
」
と
、
棄
児
発
見
の
時
に
一
家
創
立
や
収
養
子
や
扶
養
者
の
「
附
籍
」
と
す
る
と
し
た
第
四
条
を
全
部
削
除
し
、
そ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）
民
籍
関
連
書
類
別
の
保
存
期
間
を
具
体
的
に
定
め
た
。
　
こ
れ
ら
の
改
正
内
容
と
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
民
籍
に
地
番
号
を
付
す
こ
と
に
し
た
の
は
、
一
二
年
八
月
制
令
第
二
号
「
土
地
調
査
令
」
に
よ
る
地
番
号
確
定
及
び
実
施
の
反
映
で
あ
・
．
耀
・
こ
ワ
」
に
も
・
「
暴
法
」
の
朝
鮮
馨
府
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程17
の
他
法
令
に
連
動
し
た
改
正
の
痕
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
口
頭
申
告
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
法
律
第
二
六
号
に
口
頭
申
告
期
限
関
　
1
8
連
の
言
及
が
な
か
っ
た
こ
と
に
倣
っ
て
、
前
述
の
「
民
籍
法
」
施
行
当
初
、
口
頭
申
告
を
当
分
間
行
う
と
し
た
の
を
改
め
な
か
っ
た
と
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
察
さ
れ
、
ま
た
関
係
書
類
及
び
同
帳
簿
の
保
存
期
間
の
詳
細
は
異
な
る
が
、
そ
の
規
定
を
設
け
た
こ
と
は
日
本
の
一
四
年
司
法
省
令
　
究
第
七
号
「
戸
籍
法
施
行
細
則
」
第
四
六
条
以
下
を
取
り
入
れ
た
喜
奉
罠
籍
法
L
改
正
に
お
け
る
呆
の
戸
聾
法
規
の
畑
影
響
が
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
改
正
中
、
妾
関
連
事
項
及
び
養
子
関
連
の
「
附
籍
」
事
項
を
削
除
し
た
こ
と
は
、
鮮
こ
こ
に
来
て
、
朝
鮮
に
妾
制
度
が
な
く
な
り
、
コ
夫
一
妻
」
主
義
確
立
の
た
め
の
端
緒
が
開
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
ま
た
前
述
奴
脾
関
連
の
「
附
籍
者
」
が
い
ず
れ
は
独
立
の
民
籍
を
も
つ
こ
と
を
含
め
、
「
＝
　
一
籍
」
主
義
に
向
け
て
「
附
籍
」
の
消
滅
し
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
妾
関
連
事
項
の
削
除
と
関
連
し
て
、
「
民
籍
法
」
が
制
定
当
初
法
律
に
結
び
付
け
た
慣
習
を
、
改
正
過
程
を
通
し
て
廃
止
し
た
例
を
確
認
で
き
る
。
　
引
き
継
き
、
同
訓
令
に
よ
る
「
民
籍
記
載
例
」
を
見
る
と
、
申
告
義
務
者
の
署
名
捺
印
を
要
し
、
「
認
知
」
と
い
う
全
く
新
し
い
概
念
を
記
載
事
項
と
し
て
定
め
、
そ
の
記
載
例
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
こ
れ
ら
は
、
法
律
第
二
六
号
の
第
四
七
条
及
び
第
八
二
条
以
下
第
八
七
条
ま
で
を
参
照
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
く
れ
る
の
が
、
民
籍
事
務
処
理
の
現
場
で
「
認
知
」
に
関
す
る
地
方
官
か
ら
の
質
疑
に
対
し
、
「
私
生
子
二
対
ス
ル
母
家
ノ
戸
主
ヨ
リ
未
タ
出
生
申
告
ナ
キ
場
合
ニ
ハ
別
二
認
知
ノ
申
告
ヲ
要
セ
ス
直
チ
ニ
父
家
ノ
戸
主
ヨ
リ
庶
子
出
生
ノ
申
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、
日
本
の
法
律
第
二
六
号
第
八
三
条
の
「
父
力
庶
子
出
生
ノ
届
出
を
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
届
出
ハ
認
知
届
出
ノ
効
力
ヲ
有
三
後
略
）
」
を
も
・
て
引
き
合
わ
せ
て
回
答
・
て
い
・
・
と
で
麓
。
法
律
第
二
六
号
を
通
・
た
身
分
異
蟄
項
の
新
概
念
の
朝
鮮
へ
の
導
入
過
程
が
見
受
け
ら
れ
る
。
　
そ
の
後
、
約
二
ヶ
月
経
っ
た
同
八
月
に
、
前
述
の
官
通
牒
第
二
四
〇
号
「
民
籍
事
務
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
を
実
務
現
場
に
下
達
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）
今
回
の
「
民
籍
法
執
だ
π
心
得
」
の
改
正
内
容
を
裏
打
ち
さ
せ
た
。
少
々
長
く
な
る
が
以
下
で
は
、
そ
の
内
容
を
整
理
、
検
討
す
る
。
　
ま
ず
、
民
籍
の
記
載
順
位
に
つ
い
て
、
以
前
の
法
律
第
一
二
号
（
第
一
七
六
条
）
に
続
い
て
、
法
律
第
二
六
号
（
第
一
九
条
）
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
改
正
前
と
同
じ
く
民
籍
簿
に
は
両
法
の
定
め
る
記
載
事
項
の
ひ
と
つ
、
後
見
人
事
項
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
反
面
、
女
戸
主
を
民
籍
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
慣
習
上
の
女
戸
主
を
法
律
に
結
び
先
哩
、
ま
た
慣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）
習
上
に
行
わ
れ
た
胎
児
の
戸
主
権
相
続
を
法
律
上
に
明
確
に
し
た
。
こ
こ
で
、
胎
児
の
戸
主
権
相
続
は
、
法
律
第
二
六
号
の
第
二
三
条
に
依
拠
し
て
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
慣
習
に
対
す
る
日
本
法
の
概
念
借
用
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実
子
の
相
続
人
排
除
申
告
は
受
理
し
な
い
と
い
う
事
項
を
新
浅
・
塁
七
歳
・
女
一
五
歳
未
満
の
婚
姻
臥
堀
肥
夫
あ
る
い
は
妻
あ
る
者
の
轟
申
告
・
夫
死
後
再
嫁
者
の
婚
家
を
去
る
前
の
申
告
は
不
受
理
の
こ
と
鉱
肥
・
謄
し
た
妻
の
復
籍
す
べ
き
実
家
が
廃
絶
家
と
な
っ
た
場
合
は
、
離
婚
申
告
と
同
時
に
「
入
家
」
申
告
（
親
戚
の
家
な
ど
）
及
び
一
家
創
立
（
入
る
べ
き
家
が
な
い
場
合
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）
の
申
告
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
養
子
に
関
し
て
は
、
養
子
を
得
る
資
格
を
男
の
実
子
孫
の
無
い
既
婚
男
性
に
限
ら
せ
、
養
子
は
養
親
の
「
男
系
血
族
」
の
男
子
中
か
ら
子
の
列
に
当
る
、
養
親
よ
り
年
少
の
者
に
限
ら
せ
、
こ
れ
に
反
す
る
と
養
子
申
告
は
不
受
理
の
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
人
の
男
子
が
養
子
ま
た
は
婿
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
内
地
の
家
に
入
る
と
き
の
民
籍
は
除
籍
し
な
い
こ
と
と
し
、
そ
し
て
養
子
と
な
る
者
の
妻
子
は
当
然
養
家
に
入
る
が
別
に
「
入
家
」
申
告
を
要
せ
ず
、
さ
ら
に
収
養
子
の
申
告
は
不
受
理
の
こ
と
と
し
た
。
こ
・
に
は
、
当
時
朝
鮮
社
会
の
養
子
縁
組
の
掟
で
あ
・
た
勇
系
血
族
L
と
「
　
　
　
（
9
9
）
昭
穆
の
序
」
を
再
確
定
し
・
収
養
子
記
撃
削
除
　
　
　
　
　
　
（
o
o
1
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
慣
習
上
の
「
男
系
血
族
」
主
義
を
法
律
上
で
守
成
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
既
述
の
「
民
籍
法
」
制
定
過
程
に
お
け
る
慣
習
を
法
律
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
段
階
か
ら
、
改
正
過
程
に
お
い
て
は
慣
習
強
化
へ
と
徐
々
に
移
っ
て
い
っ
た
経
過
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
離
婚
事
項
の
場
合
、
改
正
を
通
し
て
法
律
第
二
六
号
の
「
入
家
」
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
離
婚
後
の
女
性
の
民
籍
処
理
に
関
し
て
規
定
し
、
「
民
籍
法
」
に
、
離
婚
関
連
規
定
に
必
然
な
身
分
異
動
事
項
の
新
し
い
概
念
を
取
り
李韓国近代戸籍関連法規の制定及び改正過程19
入
れ
て
い
る
形
跡
が
見
取
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
離
婚
後
の
女
性
の
地
位
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
続
い
て
、
罷
養
（
養
子
離
縁
）
、
廃
家
、
「
改
名
」
に
関
す
る
内
容
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、
罷
養
に
関
し
て
は
、
戸
主
と
な
っ
た
養
子
の
罷
養
申
告
は
不
受
理
の
こ
と
、
裁
判
上
の
罷
養
申
告
に
は
確
定
判
決
謄
本
添
付
の
こ
と
、
収
養
子
が
養
家
を
去
る
時
は
一
家
創
立
と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
「
男
系
血
族
」
主
義
の
男
子
中
心
の
戸
主
権
強
化
に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
も
「
民
籍
法
」
の
改
正
過
程
に
お
け
る
慣
習
強
化
の
側
面
が
見
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
一
家
創
立
の
事
項
と
関
連
し
て
は
、
棄
児
発
見
の
時
は
府
サ
ま
た
は
面
長
が
命
名
・
本
籍
定
め
・
発
見
経
緯
の
調
書
記
載
を
行
い
、
一
家
創
立
の
取
扱
い
と
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
1
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
棄
児
に
父
母
を
定
あ
る
慣
習
が
な
か
っ
た
た
あ
に
設
け
ら
れ
た
、
就
籍
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
存
の
慣
習
に
日
本
法
を
部
分
的
に
加
え
、
そ
の
欠
映
を
補
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
も
慣
習
強
化
に
つ
な
が
る
措
置
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
廃
家
と
関
連
し
て
は
、
相
続
に
よ
り
継
承
し
た
家
の
廃
家
申
告
は
不
受
理
の
こ
と
、
分
家
ま
た
は
一
家
創
立
に
よ
る
新
戸
主
の
廃
家
申
告
は
受
理
す
る
こ
と
、
祭
る
べ
き
祖
先
の
な
い
廃
絶
家
再
興
申
告
は
不
受
理
の
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
従
来
戸
主
変
更
の
原
因
で
あ
っ
た
祭
祀
・
財
産
・
戸
主
の
三
つ
の
相
続
中
、
祭
祀
相
続
を
最
重
視
し
て
い
た
慣
習
上
の
こ
と
を
強
く
反
映
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
舞
・
さ
ら
に
・
「
改
名
」
の
事
項
に
関
し
て
は
・
「
改
名
」
の
場
合
は
道
長
官
の
許
可
書
を
添
付
す
る
・
と
と
し
た
。
名
の
登
録
事
項
を
新
し
く
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
名
の
な
い
者
が
い
な
い
よ
う
に
し
、
人
口
漏
洩
を
防
止
し
た
措
置
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
1
）
　
翌
一
六
年
、
府
令
第
五
六
号
に
よ
る
「
民
籍
法
」
の
第
二
次
改
正
で
は
、
第
三
条
の
結
婚
・
離
婚
．
養
子
．
罷
養
の
申
告
に
実
家
の
戸
主
の
連
署
を
要
し
て
い
た
規
定
に
、
「
入
家
」
と
そ
の
戸
主
の
連
署
要
求
の
事
項
を
加
え
た
。
先
の
、
離
婚
し
た
女
性
及
び
朝
鮮
人
男
子
の
内
地
の
家
と
の
婿
養
子
縁
組
に
関
す
る
「
入
家
」
規
定
新
設
を
受
け
て
の
改
正
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
う
し
て
「
民
籍
法
」
上
に
身
分
異
動
の
縁
事
関
係
事
項
の
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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3
　
第
二
期
改
正
　
一
九
二
一
年
六
月
府
令
第
九
八
号
に
よ
る
「
民
籍
法
」
第
三
次
改
正
の
骨
子
は
、
ま
ず
、
民
籍
申
告
書
の
送
付
及
び
処
理
と
入
籍
に
関
す
る
規
定
を
新
設
し
、
他
の
府
面
で
申
告
を
受
理
し
た
際
の
規
定
を
設
け
（
第
五
条
）
、
つ
ぎ
に
、
罰
則
規
定
の
「
五
〇
以
下
の
答
刑
」
と
い
う
条
文
を
削
除
し
た
こ
と
で
あ
る
（
第
六
条
）
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
従
前
本
籍
地
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
身
分
異
動
の
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
告
が
、
居
住
地
で
も
で
き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
。
答
刑
規
定
の
削
除
は
、
前
年
の
二
〇
年
三
月
「
朝
鮮
答
刑
令
」
の
廃
止
に
よ
る
も
　
　
　
　
（
一
b
O
皇
）
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
、
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
に
連
動
し
た
「
民
籍
法
」
改
正
の
経
過
が
確
認
さ
れ
る
。
続
い
て
、
五
・
月
後
の
二
一
年
＝
月
二
六
日
に
は
府
令
第
五
〇
号
を
も
・
て
・
罠
籍
法
L
の
第
四
次
改
正
が
行
わ
れ
た
趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
亘
）
こ
れ
は
同
一
四
日
の
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
二
次
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
内
容
を
見
る
と
、
第
一
一
条
で
日
本
民
法
を
適
用
せ
ず
慣
習
に
依
る
と
し
た
、
朝
鮮
人
の
「
能
力
、
親
族
及
び
相
続
」
中
の
「
能
力
」
を
削
除
し
、
「
但
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
親
権
、
後
見
、
保
佐
人
及
無
能
力
者
ノ
為
二
設
ク
ヘ
キ
親
族
会
二
関
ス
ル
規
定
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス
」
（
傍
点
筆
者
）
と
付
け
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
親
権
．
後
見
．
保
佐
人
及
び
無
能
力
者
の
た
め
の
親
族
会
に
関
し
て
は
、
慣
習
に
依
ら
ず
、
日
本
民
法
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
第
七
三
条
で
、
朝
鮮
人
間
の
人
事
訴
訟
に
関
し
て
は
「
通
常
ノ
訴
訟
手
続
二
従
フ
」
と
し
た
規
定
の
例
外
事
項
で
あ
る
「
失
踪
」
を
、
「
親
権
ノ
喪
失
、
財
産
管
理
権
ノ
喪
失
、
失
権
ノ
取
消
、
禁
治
産
、
準
禁
治
産
及
失
踪
」
と
改
め
、
そ
の
範
囲
を
広
げ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
も
ま
た
朝
鮮
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
そ
し
て
、
こ
の
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
を
受
け
た
「
民
籍
法
」
の
第
四
次
改
正
内
容
は
、
コ
六
　
親
権
又
ハ
管
理
権
ノ
喪
失
及
失
権
ノ
取
消
」
二
七
　
後
見
人
又
ハ
保
佐
人
ノ
就
職
、
更
迭
及
其
ノ
任
務
ノ
終
了
」
（
以
上
第
一
条
の
二
第
一
項
）
、
「
後
見
二
関
ス
ル
申
告
ハ
被
後
見
人
、
保
佐
人
二
関
ス
ル
申
告
ハ
準
禁
治
産
者
及
失
権
取
消
ノ
申
告
ハ
子
ノ
本
籍
地
二
於
テ
之
ヲ
為
ス
ヘ
シ
」
（
第
一
条
の
二
第
二
項
）
、
「
六
　
親
権
又
ハ
管
理
権
ノ
喪
失
ノ
場
合
ニ
ハ
親
権
ヲ
行
フ
母
、
失
権
取
消
ノ
場
合
ニ
ハ
訴
ヲ
提
起
シ
タ
ル
者
」
「
七
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後
見
人
又
ハ
保
佐
人
ノ
就
職
及
任
務
終
了
ノ
場
合
ニ
ハ
後
見
人
又
ハ
保
佐
人
、
其
ノ
更
迭
ノ
場
合
ニ
ハ
後
任
者
」
（
以
上
、
第
二
条
　
2
2
第
一
項
）
を
、
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
と
こ
ろ
で
、
今
回
新
た
に
規
定
さ
れ
た
親
権
・
管
理
権
・
後
見
人
・
保
佐
人
な
ど
の
法
律
用
語
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
民
籍
法
」
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断
な
か
っ
た
、
全
く
新
し
い
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
民
法
の
、
親
権
（
第
八
七
七
条
以
下
）
、
後
見
（
第
九
〇
〇
条
以
下
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
保
佐
人
（
第
九
〇
八
．
九
条
．
及
び
法
律
第
二
六
号
笙
〇
七
条
以
下
）
、
無
能
力
者
の
た
め
に
設
け
・
り
れ
た
親
族
会
（
同
第
九
四
四
鮮
条
以
下
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
能
力
者
と
無
能
力
者
の
区
別
が
明
確
に
な
り
、
無
能
力
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
1
）
の
保
護
が
よ
り
徹
底
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
を
通
し
て
日
本
民
法
の
定
め
る
抽
象
的
身
分
関
係
の
規
定
が
朝
鮮
人
に
適
用
（
い
わ
ゆ
る
「
依
用
」
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
明
白
だ
が
、
そ
こ
か
ら
は
も
う
ひ
と
つ
の
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
際
に
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、
「
民
籍
法
」
の
改
正
を
も
っ
て
申
告
手
続
規
定
を
確
定
し
て
い
た
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
も
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
に
連
動
し
た
「
民
籍
法
」
の
改
正
経
過
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
制
定
過
程
で
一
旦
法
律
に
結
び
つ
け
た
慣
習
に
つ
い
て
、
改
正
過
程
で
日
本
法
の
概
念
借
用
に
よ
っ
て
そ
の
欠
映
を
補
い
、
そ
し
て
慣
習
に
な
い
身
分
異
動
事
項
は
「
朝
鮮
民
事
令
」
を
通
し
て
日
本
法
を
適
用
す
る
施
策
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
民
籍
法
」
の
改
正
を
通
し
た
日
本
法
の
部
分
的
か
つ
間
接
的
な
適
用
は
、
翌
二
二
年
一
二
月
七
日
の
制
令
第
＝
二
号
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
第
四
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
G
1
）
改
正
に
伴
う
、
同
一
八
日
府
令
第
一
五
四
号
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
（
全
＝
二
一
二
条
）
の
公
布
に
よ
っ
て
、
「
民
籍
法
」
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
終
わ
り
を
告
げ
た
。
そ
れ
は
「
民
籍
法
」
の
改
正
に
よ
る
身
分
異
動
事
項
の
補
完
の
限
界
が
露
呈
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
民
籍
法
」
の
改
正
は
、
「
民
籍
法
」
の
内
容
が
簡
略
で
あ
り
、
か
つ
詳
細
な
手
続
き
規
定
が
な
く
、
拠
る
べ
き
身
分
実
体
法
と
し
て
の
民
法
不
在
の
状
況
で
制
定
さ
れ
た
手
続
法
で
あ
っ
た
が
た
め
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
の
改
正
過
程
は
、
日
本
戸
籍
法
の
法
律
第
二
六
号
を
参
照
し
、
朝
鮮
総
督
府
の
他
法
令
に
連
動
し
な
が
ら
、
慣
習
を
補
強
し
、
あ
る
い
は
日
本
法
を
部
分
的
に
適
用
し
つ
つ
、
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
　
民
法
不
在
の
も
と
で
の
「
民
籍
法
」
制
定
は
、
形
式
的
に
は
先
例
の
日
本
戸
籍
法
（
法
律
第
一
二
号
）
を
参
照
し
、
内
容
的
に
は
伝
統
的
な
従
来
の
韓
国
慣
習
を
法
律
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
「
民
籍
法
」
の
制
定
意
義
は
、
韓
国
に
お
い
て
初
め
て
家
及
び
個
人
の
身
分
関
係
を
公
示
公
証
し
た
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
韓
国
近
代
戸
籍
法
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は
近
代
日
本
の
家
父
長
制
を
表
象
す
る
「
家
制
度
」
の
導
入
で
あ
り
、
そ
の
導
入
過
程
に
お
け
る
警
務
局
の
日
本
人
警
察
の
「
民
籍
法
」
制
定
と
民
籍
実
査
（
戸
口
調
査
）
の
関
与
に
特
質
が
あ
っ
た
。
制
定
後
の
「
民
籍
法
」
の
改
正
過
程
は
、
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
」
「
土
地
調
査
令
」
「
朝
鮮
答
刑
令
」
「
共
通
法
」
「
朝
鮮
民
事
令
」
な
ど
朝
鮮
総
督
府
発
令
の
諸
法
令
に
連
動
し
な
が
ら
、
日
本
の
新
し
い
戸
籍
法
（
法
律
第
二
六
号
）
を
参
照
し
つ
つ
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
既
存
の
慣
習
を
踏
襲
強
化
し
つ
つ
、
李11定及び改正過程
日
本
法
の
概
念
借
用
に
よ
る
慣
習
の
欠
鉄
を
補
い
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
を
通
じ
て
日
本
法
を
適
用
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
「
民
籍
法
」
は
、
暁
そ
の
改
正
過
程
を
通
・
て
欠
鉄
を
植
…
に
よ
腹
露
で
あ
り
な
が
窓
比
較
的
長
期
間
施
行
・
れ
た
の
で
あ
兇
そ
し
て
改
躍
正
の
限
界
が
露
呈
し
た
と
き
に
「
民
籍
法
」
は
廃
止
さ
れ
る
に
至
．
た
の
で
あ
る
。
従
．
て
、
罠
籍
法
L
の
制
定
及
び
改
正
過
程
は
鞭
韓
国
慣
習
の
成
文
化
過
程
の
始
ま
り
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
法
の
継
受
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓23
注
（
1
）
　
一
八
九
七
年
ま
で
は
朝
鮮
王
朝
、
一
九
一
〇
年
ま
で
の
大
韓
　
　
帝
国
は
韓
国
、
日
韓
併
合
以
降
は
朝
鮮
と
表
記
す
る
。
（
2
）
　
法
律
第
八
号
「
民
籍
法
」
、
内
部
訓
令
第
三
九
号
「
民
籍
法
　
　
執
行
心
得
」
『
（
大
韓
帝
国
）
官
報
』
（
以
下
『
韓
官
報
』
と
記
　
　
す
）
一
九
〇
九
年
三
月
六
日
、
同
二
三
日
、
内
閣
法
制
局
官
報
　
　
課
。
（
3
）
　
「
内
部
大
臣
訓
令
」
一
九
〇
九
年
三
月
二
六
日
、
内
部
警
務
　
　
局
『
民
籍
事
務
概
要
』
所
収
、
一
九
一
〇
年
、
二
二
頁
。
（
4
）
　
新
羅
時
代
（
三
五
六
年
建
国
）
か
ら
朝
鮮
王
朝
時
代
（
＝
二
　
　
九
二
年
建
国
）
に
至
る
ま
で
の
戸
籍
制
度
史
的
研
究
は
、
崔
弘
　
　
基
『
韓
国
戸
籍
制
度
史
の
研
究
』
第
一
書
房
、
一
九
九
六
年
。
　
　
女
性
と
戸
籍
制
度
関
連
の
研
究
は
、
韓
国
女
性
開
発
院
『
戸
籍
　
　
制
度
改
善
方
案
に
関
す
る
研
究
』
フ
ァ
シ
ン
文
化
社
（
ソ
ウ
ル
）
、
　
　
一
九
九
六
年
。
及
び
、
李
党
栄
「
韓
国
女
性
の
法
的
地
位
」
　
　
『
韓
国
の
法
律
文
化
』
国
際
文
化
財
団
（
ソ
ウ
ル
）
、
一
九
七
五
　
　
年
。
韓
国
の
伝
統
的
な
家
族
制
度
及
び
相
続
・
法
的
能
力
に
関
　
　
す
る
研
究
に
は
、
朴
乗
濠
「
韓
国
伝
統
法
の
特
色
」
前
掲
『
韓
　
　
国
の
法
律
文
化
』
が
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
が
明
治
維
新
以
降
　
推
進
し
て
き
た
家
族
政
策
過
程
は
そ
の
ま
ま
植
民
地
朝
鮮
に
適
　
　
用
さ
れ
、
韓
国
家
族
政
策
の
中
核
は
日
本
の
「
家
制
度
」
の
韓
　
国
へ
の
強
制
移
植
で
あ
り
、
そ
れ
は
戸
籍
制
度
を
通
し
て
家
族
　
実
体
法
の
家
父
長
制
意
識
を
韓
国
の
深
層
部
ま
で
に
定
着
さ
せ
　
　
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
研
究
が
あ
る
。
同
研
究
は
、
そ
の
過
　
　
程
で
慣
習
調
査
の
内
容
は
不
完
全
か
つ
不
正
確
で
あ
り
な
が
ら
　
　
も
慣
習
法
の
法
源
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
が
、
そ
れ
は
韓
国
　
　
固
有
の
慣
習
尊
重
よ
り
は
、
民
族
・
倫
理
感
情
を
刺
激
し
な
い
　
　
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
（
朴
乗
濠
「
日
帝
下
の
家
族
政
策
と
慣
　
　
習
法
形
成
過
程
」
『
ソ
ウ
ル
大
学
校
法
学
』
第
三
三
巻
第
二
号
、
　
　
一
九
九
二
年
）
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
旧
来
慣
習
　
　
の
成
文
化
過
程
を
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
二
つ
の
側
面
、
即
ち
　
　
①
朝
鮮
支
配
を
、
日
本
民
法
を
通
じ
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
点
、
　
　
②
親
族
及
び
相
続
に
つ
い
て
は
第
一
一
条
と
い
う
特
例
を
設
け
、
　
　
慣
習
に
法
的
効
力
を
付
与
し
た
点
か
ら
、
人
の
能
力
・
親
族
・
　
　
相
続
の
領
域
に
お
い
て
は
朝
鮮
社
会
が
日
本
社
会
と
は
異
な
る
　
　
点
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
（
李
　
　
ス
ン
イ
ル
「
日
帝
時
代
親
族
慣
習
の
変
化
と
朝
鮮
民
事
令
改
正
　
　
に
関
す
る
研
究
」
『
韓
国
学
論
集
』
第
三
三
輯
、
漢
陽
大
学
校
、
　
　
一
九
九
九
年
。
同
「
植
民
地
朝
鮮
の
次
養
子
研
究
1
そ
の
法
的
　
　
地
位
の
変
化
を
中
心
に
」
『
歴
史
と
現
実
』
第
三
四
号
、
一
九
　
　
九
九
年
）
。
両
者
と
も
、
日
本
の
慣
習
政
策
は
韓
国
に
日
本
民
　
　
法
の
適
用
範
囲
を
広
げ
て
い
た
と
す
る
点
で
は
共
通
の
認
識
を
　
　
持
つ
が
、
そ
の
過
程
を
、
前
者
は
日
本
法
の
韓
国
へ
の
強
制
移
　
　
植
及
び
適
用
（
「
依
用
」
）
と
し
て
見
、
後
者
は
慣
習
自
ら
の
変
　
　
化
と
関
連
づ
け
て
見
る
点
で
異
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
民
　
　
籍
法
」
の
制
定
施
行
過
程
及
び
改
正
経
過
に
対
す
る
詳
細
な
考
　
　
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
（
5
）
　
韓
国
に
お
け
る
戸
籍
制
度
と
住
民
登
録
制
度
の
二
重
性
を
指
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摘
し
、
韓
国
・
日
本
・
台
湾
の
戸
籍
制
度
と
西
欧
諸
国
の
身
分
　
　
登
録
制
を
比
較
検
討
し
、
戸
籍
制
度
の
廃
止
及
び
見
直
し
論
と
　
　
と
も
に
戸
籍
制
度
と
住
民
登
録
制
度
の
一
元
化
方
案
を
模
索
す
　
　
る
な
か
で
、
「
民
籍
法
」
の
制
度
と
し
て
の
変
遷
過
程
を
明
ら
　
　
か
に
し
て
い
る
。
閾
転
植
『
わ
が
国
の
戸
籍
制
度
に
関
す
る
研
　
　
究
』
仁
荷
大
学
校
修
士
論
文
（
韓
国
）
、
一
九
九
八
年
。
（
6
）
　
日
本
戸
籍
法
の
韓
国
戸
籍
法
へ
の
継
受
、
現
代
韓
国
戸
籍
法
　
　
の
成
立
と
民
事
関
連
規
定
内
容
を
逐
条
的
に
解
説
し
て
い
る
。
　
　
金
容
漢
『
韓
国
の
戸
籍
制
度
と
戸
籍
法
』
日
本
加
除
出
版
、
一
　
　
九
七
七
年
。
ま
た
、
従
来
の
民
事
関
連
制
度
及
び
慣
習
と
の
関
　
　
係
を
論
じ
た
研
究
に
は
、
同
「
韓
国
の
相
続
制
度
」
前
掲
『
韓
　
　
国
の
法
律
文
化
』
。
金
疇
株
「
韓
国
の
婚
姻
制
度
」
同
。
前
掲
　
　
崔
弘
基
『
韓
国
戸
籍
制
度
史
の
研
究
』
。
（
7
）
　
金
嫡
華
『
韓
国
司
法
史
－
近
世
編
』
一
潮
閣
（
ソ
ウ
ル
）
、
　
　
一
九
七
六
年
。
（
8
）
　
水
野
直
樹
「
併
合
直
前
の
「
民
籍
」
と
「
名
前
」
i
「
内
地
　
　
人
二
紛
ハ
シ
キ
姓
名
」
の
禁
止
」
、
第
一
八
三
回
朝
鮮
民
族
運
　
　
動
史
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
二
日
報
告
。
耳
8
”
≦
≦
≦
．
　
　
ξ
o
σ
q
o
－
一
一
p
甘
＼
聖
『
o
葵
o
＼
ω
σ
＼
卜
。
O
O
O
O
b
。
σ
q
㊦
層
o
口
゜
窪
巨
掲
載
。
（
9
）
　
統
監
府
時
代
の
韓
国
政
府
法
律
顧
問
梅
謙
次
郎
の
韓
国
民
法
　
　
典
起
草
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
朝
鮮
統
監
府
の
法
務
補
佐
官
制
　
　
度
と
慣
習
調
査
事
業
ー
梅
謙
次
郎
と
小
田
幹
治
郎
を
中
心
に
」
　
　
（
一
）
～
（
五
）
、
『
法
学
志
林
』
第
九
八
巻
第
一
号
～
第
九
九
巻
　
　
第
四
号
、
法
政
大
学
、
二
〇
〇
一
年
一
月
～
〇
二
年
三
月
を
参
　
　
照
。
（
1
0
）
　
制
令
第
七
号
「
朝
鮮
民
事
令
」
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
号
外
　
　
（
以
下
、
『
総
官
報
』
と
記
す
）
、
一
九
一
二
年
三
月
一
八
日
。
（
1
1
）
　
李
正
圭
『
韓
国
法
制
史
』
国
学
資
料
院
（
ソ
ウ
ル
）
、
一
九
　
　
九
六
年
、
一
二
三
～
三
五
頁
。
（
1
2
）
　
新
羅
時
代
以
来
、
高
麗
及
び
朝
鮮
王
朝
時
代
の
戸
籍
制
度
に
　
　
つ
い
て
は
、
前
掲
崔
弘
基
『
韓
国
戸
籍
制
度
史
の
研
究
』
。
（
1
3
）
（
1
4
）
　
勅
令
第
六
一
号
「
戸
口
調
査
規
則
」
第
一
条
、
宋
嫡
　
　
基
編
著
『
韓
末
近
代
法
令
史
料
集
』
第
H
巻
所
収
、
大
韓
民
国
　
　
国
会
図
書
館
、
一
九
七
一
年
、
一
六
三
～
四
頁
。
（
1
5
）
　
井
ヶ
田
良
治
「
明
治
維
新
と
法
」
『
日
本
近
代
法
史
』
法
律
　
　
文
化
社
、
一
九
八
二
年
、
二
七
頁
。
（
1
6
）
　
前
掲
崔
弘
基
『
韓
国
戸
籍
制
度
史
の
研
究
』
、
三
～
四
頁
。
（
1
7
）
　
コ
　
牌
」
は
、
今
日
の
表
札
と
は
異
な
り
、
地
名
・
戸
番
号
．
　
　
戸
主
の
姓
名
及
び
職
業
を
記
し
、
移
居
の
と
き
は
戸
主
の
姓
名
　
　
と
職
業
の
み
を
書
き
換
え
て
い
た
。
「
戸
口
調
査
規
則
」
第
一
　
　
六
・
一
七
条
。
（
1
8
）
　
朝
鮮
王
朝
時
代
の
奴
碑
制
度
に
つ
い
て
は
、
金
錫
享
『
朝
鮮
　
　
封
建
時
代
農
民
の
階
級
構
成
」
笠
井
出
版
、
一
九
六
〇
年
。
（
1
9
）
　
前
掲
崔
弘
基
『
韓
国
戸
籍
制
度
史
の
研
究
』
、
二
一
九
頁
。
（
2
0
）
　
岩
井
敬
太
郎
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
前
掲
『
民
籍
事
務
概
　
　
要
』
所
収
、
六
五
頁
。
（
2
1
）
　
勅
令
第
三
七
号
「
内
部
官
制
」
『
韓
官
報
』
号
外
、
一
九
〇
　
　
七
年
一
二
月
一
八
日
。
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（
2
2
）
（
2
3
）
　
前
掲
岩
井
敬
太
郎
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
、
六
五
～
　
　
六
頁
。
（
2
4
）
　
梅
謙
次
郎
「
今
後
制
定
ヲ
要
ス
ル
法
律
」
、
梅
文
書
研
究
会
　
　
編
『
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
梅
謙
次
郎
文
書
目
録
』
第
3
部
門
　
　
1
M
1
3
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
、
二
　
　
〇
〇
〇
年
、
二
一
〇
頁
。
こ
こ
に
は
、
刑
法
・
民
法
・
弁
護
士
　
　
法
・
土
地
収
容
法
と
と
も
に
戸
籍
法
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
2
5
）
　
小
田
幹
治
郎
「
朝
鮮
の
家
族
制
度
」
『
小
田
幹
治
郎
遺
稿
』
　
　
中
外
印
刷
、
一
九
三
一
年
、
三
頁
。
（
2
6
）
　
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
二
月
九
日
。
（
2
7
）
　
『
韓
官
報
』
一
九
〇
九
年
三
月
六
日
、
同
二
三
日
。
（
2
8
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
二
七
頁
。
（
2
9
）
　
前
掲
岩
井
敬
太
郎
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
、
六
五
～
六
頁
。
（
3
0
）
　
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
四
月
一
四
日
、
同
一
七
日
。
前
　
　
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
二
八
頁
。
（
3
1
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
二
七
頁
。
（
3
2
）
　
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
四
月
二
三
日
。
（
3
3
）
　
同
上
、
同
四
月
一
四
日
。
（
3
4
）
　
同
上
、
同
七
月
一
八
日
。
（
3
5
）
　
同
上
、
同
六
月
五
日
。
（
3
6
）
　
内
部
警
務
局
『
民
籍
法
ノ
説
明
』
、
一
九
一
〇
年
。
（
3
7
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
二
二
～
三
一
頁
。
（
3
8
）
　
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
八
月
二
一
日
。
同
上
、
同
二
四
　
　
日
。
（
3
9
）
（
4
0
）
　
前
掲
「
民
籍
事
務
概
要
』
、
五
五
頁
。
（
4
1
）
　
全
国
各
地
で
蜂
起
し
た
抗
日
義
兵
の
こ
と
を
指
し
、
「
暴
徒
」
　
　
と
は
日
本
側
が
付
け
た
呼
称
で
あ
る
。
（
4
2
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
五
五
頁
。
（
4
3
）
　
民
衆
の
誤
解
は
、
例
え
ば
、
妙
齢
の
婦
女
は
民
籍
調
査
員
の
　
　
日
本
人
巡
査
に
よ
っ
て
日
本
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
思
わ
れ
た
　
　
と
い
う
。
一
方
で
調
査
を
理
解
し
、
非
常
に
協
力
的
で
あ
っ
た
　
　
住
民
も
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
五
　
　
五
～
七
頁
。
ま
た
、
韓
国
政
府
は
「
民
籍
法
」
施
行
関
連
の
啓
　
　
蒙
文
を
掲
載
し
、
国
民
と
し
て
の
義
務
を
「
恪
勤
履
行
」
す
る
　
　
よ
う
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
「
民
籍
法
の
関
係
」
『
皇
城
新
　
　
聞
』
一
九
〇
九
年
三
月
一
七
日
。
（
4
4
）
　
前
掲
岩
井
敬
太
郎
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
、
六
八
～
九
頁
。
（
4
5
）
　
度
支
部
の
「
臨
時
民
籍
調
査
に
関
す
る
経
費
」
と
し
て
歳
出
　
　
臨
時
部
に
計
上
。
『
韓
官
報
』
一
九
〇
九
年
四
月
二
日
。
（
4
6
）
　
前
掲
岩
井
敬
太
郎
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
、
六
九
頁
。
（
4
7
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
四
一
頁
。
（
4
8
）
　
「
民
籍
統
計
表
」
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
所
収
、
附
録
一
　
　
～
四
〇
二
頁
。
（
4
9
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
二
二
頁
。
『
皇
城
新
聞
』
　
一
九
〇
　
　
九
年
四
月
一
四
日
。
（
5
0
）
　
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
三
月
一
七
日
。
「
内
部
大
臣
告
諭
」
　
　
一
九
〇
九
年
五
月
、
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
所
収
、
二
二
頁
。
（
5
1
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
一
頁
。
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（
5
2
）
　
妾
・
奴
碑
・
僧
侶
を
は
じ
め
、
外
国
出
稼
者
の
民
籍
確
定
な
　
　
ど
人
口
を
漏
ら
さ
ず
把
握
し
、
ま
た
「
民
籍
ノ
整
理
ヲ
一
層
周
　
　
密
ナ
ラ
シ
ム
ル
方
法
」
と
し
て
、
統
監
府
理
事
庁
の
旅
券
給
付
　
　
に
旅
券
名
義
人
と
請
求
本
人
と
の
同
一
可
否
を
判
明
す
る
た
め
　
　
の
民
籍
簿
謄
本
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
性
格
を
裏
　
　
付
け
て
い
る
。
同
上
、
三
八
、
四
四
頁
。
（
5
3
）
　
朝
鮮
総
督
府
取
調
局
参
事
官
室
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
一
九
　
　
＝
二
年
、
復
刻
『
韓
国
併
合
史
研
究
資
料
五
・
慣
習
調
査
報
告
　
　
書
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
五
年
、
三
〇
二
～
四
頁
。
（
5
4
）
　
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
〇
五
～
八
頁
。
「
旧
慣
及
び
　
　
制
度
調
査
委
員
会
決
議
」
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
』
朝
鮮
総
督
　
　
府
中
枢
院
、
一
九
三
三
年
、
一
七
～
八
頁
。
（
5
5
）
　
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
〇
三
～
四
頁
。
（
5
6
）
　
前
掲
李
党
栄
「
韓
国
女
性
の
法
的
地
位
」
、
三
〇
四
頁
。
（
5
7
）
　
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
一
四
～
五
頁
。
「
義
切
」
は
　
　
夫
及
び
妻
が
相
手
の
親
族
に
人
倫
上
の
重
罪
を
起
し
た
際
、
　
　
「
逆
家
離
婚
」
は
妻
の
親
族
中
の
者
が
反
逆
罪
を
犯
し
た
際
、
　
　
に
離
婚
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
5
8
）
　
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
二
八
六
～
八
、
二
九
七
～
三
　
　
〇
一
頁
。
前
掲
「
旧
慣
及
び
制
度
調
査
委
員
会
決
議
」
、
三
三
　
　
～
五
頁
。
（
5
9
）
　
前
掲
『
民
籍
事
務
概
要
』
、
七
頁
。
（
6
0
）
（
6
1
）
　
同
上
、
六
頁
。
（
6
2
）
　
同
上
、
三
八
頁
。
（
6
3
）
　
前
掲
岩
井
敬
太
郎
「
韓
国
ノ
戸
籍
二
就
テ
」
、
六
六
頁
。
（
6
4
）
　
「
同
居
本
位
」
の
主
義
、
「
住
民
登
録
」
の
主
義
、
「
同
本
籍
　
　
本
位
」
の
主
義
な
ど
の
用
語
は
、
前
掲
聞
転
植
『
わ
が
国
の
戸
　
　
籍
制
度
に
関
す
る
研
究
』
か
ら
引
用
し
た
。
（
6
5
）
　
小
田
幹
治
郎
「
妾
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
』
朝
鮮
総
督
府
、
一
　
　
九
二
〇
年
九
月
。
同
、
前
掲
『
小
田
幹
治
郎
遺
稿
』
所
収
。
（
6
6
）
　
家
族
員
全
員
の
姓
名
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
姓
の
み
　
　
を
記
し
、
社
会
的
に
名
を
使
用
せ
ず
姓
だ
け
で
通
用
し
た
女
性
　
　
に
対
す
る
旧
習
を
絶
つ
契
機
に
な
っ
た
。
前
掲
崔
弘
基
『
韓
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
戸
籍
制
度
史
の
研
究
』
、
二
二
九
～
三
〇
頁
。
（
6
7
）
　
鈴
木
喜
三
郎
著
．
鳩
山
和
夫
閲
『
戸
籍
法
詳
解
』
東
京
専
門
　
程
　
　
学
校
発
行
、
一
八
九
八
年
、
所
収
。
法
律
第
一
二
号
コ
　
籍
法
」
　
過
　
　
前
後
の
戸
籍
法
規
に
つ
い
て
は
、
近
藤
佳
代
子
豪
族
法
制
L
、
虹
　
　
山
中
永
之
佑
編
『
新
呆
近
代
法
論
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
麗
　
　
二
年
、
二
五
三
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淀
（
6
8
）
　
関
宏
三
郎
「
戸
籍
制
度
』
常
盤
書
房
、
一
九
三
三
年
、
一
頁
。
岬
（
6
9
）
前
掲
鈴
杢
三
郎
『
戸
籍
法
詳
解
』
、
四
頁
。
　
　
纈
（
7
0
）
　
法
律
第
九
号
「
民
法
第
四
編
第
五
編
」
、
我
妻
栄
編
集
代
表
　
連
　
　
『
旧
法
令
集
』
有
斐
閣
・
一
九
六
八
年
、
所
収
。
　
　
鞭
（
1
7
）
根
本
松
男
『
戸
籍
法
』
清
奎
．
店
、
一
九
三
九
年
、
二
五
～
炉
　
　
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
（
2
7
）
谷
・
知
平
『
戸
籍
法
』
有
斐
閣
、
死
七
八
年
、
三
頁
。
難
（
7
3
）
　
一
九
一
〇
年
八
月
二
九
日
の
日
韓
併
合
に
よ
る
法
令
体
系
に
　
　
つ
い
て
は
、
緊
急
勅
令
第
三
二
四
号
「
朝
鮮
二
施
行
ス
ヘ
キ
法
　
2
7
　
　
令
二
関
ス
ル
件
」
（
『
総
官
報
」
一
九
一
〇
年
八
月
二
九
日
）
、
　
　
法
律
第
三
〇
号
「
同
上
」
（
『
総
官
報
』
、
一
九
＝
年
三
月
二
　
　
四
日
）
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
詳
細
は
、
松
岡
修
太
郎
「
外
地
法
」
、
　
　
新
法
学
全
集
第
三
巻
『
選
挙
法
・
議
員
法
・
会
計
法
・
外
地
法
』
　
　
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
、
参
照
。
（
7
4
）
　
府
令
第
一
二
四
号
「
朝
鮮
人
ノ
姓
名
改
称
二
関
ス
ル
件
」
　
　
『
総
官
報
』
一
九
＝
年
十
月
二
六
日
。
（
7
5
）
　
府
令
第
一
四
八
号
「
民
籍
簿
ノ
閲
覧
其
ノ
他
二
関
ス
ル
件
」
　
　
『
総
官
報
』
一
九
一
一
年
一
二
月
六
日
。
（
7
6
）
　
府
令
第
九
九
号
「
朝
鮮
人
卜
内
地
人
ト
ノ
婚
姻
ノ
民
籍
手
続
　
　
二
関
ス
ル
件
」
『
総
官
報
』
号
外
、
一
九
二
一
年
六
月
七
日
。
　
　
平
井
斌
夫
『
簡
易
註
解
朝
鮮
現
行
法
規
便
覧
』
朝
鮮
出
版
協
会
、
　
　
一
九
＝
年
、
所
収
。
（
7
7
）
　
官
通
牒
第
二
四
〇
号
「
民
籍
事
務
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
『
総
　
　
官
報
』
一
九
一
五
年
八
月
七
日
。
（
7
8
）
　
法
律
第
三
九
号
「
共
通
法
」
『
総
官
報
』
一
九
一
八
年
四
月
　
　
二
二
日
。
（
7
9
）
　
府
令
第
一
七
号
「
民
籍
法
中
ノ
改
正
」
『
総
官
報
』
一
九
｝
　
　
五
年
三
月
二
七
日
。
同
時
に
、
府
令
第
一
八
号
（
「
明
治
四
四
　
　
年
朝
鮮
総
督
府
令
第
四
八
号
中
改
正
ノ
件
」
同
、
同
二
〇
日
）
・
　
　
府
令
第
一
九
号
（
「
明
治
四
四
年
朝
鮮
総
督
府
令
第
一
二
四
号
　
中
改
正
ノ
件
」
同
）
を
も
っ
て
、
前
述
の
府
令
第
一
二
四
・
一
　
　
四
八
号
の
条
文
中
の
「
警
察
」
「
憲
兵
」
を
「
府
ヂ
又
は
面
長
」
　
　
「
道
長
官
」
に
改
め
た
。
（
8
0
）
　
訓
令
第
↓
＝
号
、
『
総
官
報
』
一
九
一
五
年
四
月
一
日
。
（
8
1
）
　
勅
令
第
三
五
七
号
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
」
『
総
官
報
』
　
　
一
九
一
〇
年
九
月
三
〇
日
。
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
」
の
　
　
詳
細
は
、
田
保
橋
潔
『
朝
鮮
統
治
史
論
稿
』
一
九
四
三
年
、
復
　
　
刻
『
韓
国
併
合
史
研
究
資
料
三
五
・
朝
鮮
統
治
史
論
稿
』
龍
渓
　
　
書
舎
、
二
〇
〇
一
年
、
五
七
頁
以
下
。
（
8
2
）
　
前
掲
根
本
松
男
『
戸
籍
法
』
、
七
頁
。
（
8
3
）
　
「
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
官
制
」
第
五
条
は
旦
ハ
体
的
に
、
「
道
長
　
　
官
ハ
朝
鮮
総
督
府
二
隷
シ
法
令
ヲ
執
行
シ
管
内
ノ
行
政
事
務
ヲ
　
　
管
理
シ
所
属
官
吏
ヲ
指
揮
監
督
ス
」
で
あ
る
。
著
者
未
詳
『
民
　
　
籍
取
扱
例
』
、
発
行
年
度
未
詳
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
　
　
蔵
、
三
頁
（
筆
者
付
の
本
文
頁
順
、
以
下
同
）
。
こ
こ
で
同
資
　
　
料
の
紹
介
を
若
干
し
て
お
く
と
、
同
書
は
和
紙
、
ペ
ン
字
、
表
　
　
紙
『
民
籍
取
扱
例
』
、
巻
頭
の
「
凡
例
」
一
頁
、
「
目
次
」
三
頁
、
　
　
本
文
八
二
頁
分
（
頁
数
は
判
読
不
可
）
、
本
文
は
上
下
二
段
組
　
　
み
縦
書
き
、
末
尾
に
「
民
籍
簿
」
用
紙
の
見
本
、
の
順
に
綴
ら
　
　
れ
て
い
る
。
発
行
年
度
は
一
九
一
五
年
以
後
と
推
定
。
内
容
の
　
　
確
認
か
ら
、
資
料
と
し
て
の
信
慰
性
は
高
い
と
考
え
る
。
（
8
4
）
　
前
掲
府
令
第
一
二
四
号
で
、
全
国
各
道
の
姓
名
改
称
に
関
す
　
　
る
許
可
の
権
限
が
「
警
務
部
長
」
か
ら
「
道
長
官
」
に
代
わ
っ
　
　
て
い
た
。
（
8
5
）
　
官
通
牒
第
一
五
三
号
「
民
籍
事
務
二
関
ス
ル
収
入
印
紙
ノ
検
　
　
閲
並
書
類
保
管
方
ノ
件
」
『
総
官
報
』
一
九
一
五
年
五
月
一
二
　
　
日
。
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（
8
6
）
　
訓
令
第
四
七
号
「
民
籍
法
執
行
心
得
中
ノ
改
正
」
『
総
官
報
」
　
　
一
九
一
五
年
八
月
七
日
。
（
8
7
）
　
保
存
期
間
は
、
民
籍
簿
は
永
久
、
除
籍
簿
は
五
〇
年
、
申
告
　
　
書
は
五
年
、
そ
の
他
の
書
類
は
三
年
。
（
8
8
）
　
制
令
第
二
号
「
土
地
調
査
令
」
『
総
官
報
』
一
九
一
二
年
八
　
　
月
＝
二
日
。
（
8
9
）
　
本
文
中
の
コ
　
籍
法
施
行
細
則
」
は
前
掲
鈴
木
根
本
『
戸
籍
　
　
法
』
所
収
、
を
参
照
。
（
9
0
）
　
「
黄
海
道
長
官
宛
司
法
部
長
官
回
答
（
一
九
一
七
年
七
月
一
　
　
〇
日
）
」
前
掲
『
民
籍
取
扱
例
』
、
六
四
頁
。
（
9
1
）
　
前
掲
官
通
牒
第
二
四
〇
号
「
民
籍
事
務
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
。
（
9
2
）
　
記
載
順
位
の
詳
細
は
、
直
系
尊
属
は
親
等
の
遠
い
者
を
、
嫡
　
　
庶
同
じ
者
は
長
を
、
夫
は
妻
よ
り
、
傍
系
親
族
・
配
偶
者
は
親
　
　
等
の
近
い
者
、
を
先
に
記
入
し
、
嫡
出
子
・
庶
子
・
私
生
児
は
　
　
出
生
区
別
を
し
て
記
入
し
た
。
（
9
3
）
　
女
戸
主
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
前
掲
小
田
幹
治
郎
「
朝
鮮
の
　
　
家
族
制
度
」
、
一
〇
～
一
頁
。
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
　
　
四
三
頁
。
前
掲
「
旧
慣
及
制
度
調
査
委
員
会
決
議
」
、
三
二
頁
。
（
9
4
）
　
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
五
頁
。
戸
主
相
続
は
通
常
祭
　
　
祀
相
続
を
伴
う
た
め
に
奉
祀
者
が
同
時
に
戸
主
に
な
る
が
、
遺
　
　
腹
の
子
が
い
る
場
合
、
祭
祀
相
続
は
胎
児
の
出
生
を
待
っ
て
行
　
　
う
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
（
9
5
）
　
こ
の
規
定
は
、
従
来
朝
鮮
王
朝
時
代
の
伝
統
的
法
制
上
で
も
　
　
庶
子
が
い
る
と
養
子
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
慣
習
上
で
は
「
庶
　
　
流
」
を
卑
み
、
養
子
を
為
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
甲
午
改
革
の
　
　
際
に
改
め
た
が
、
な
お
一
部
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
（
前
　
　
掲
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
』
、
一
七
一
～
二
頁
）
、
実
子
で
あ
る
　
　
庶
子
の
相
続
権
保
護
を
は
か
っ
た
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
（
9
6
）
　
こ
の
場
合
、
婚
姻
式
済
み
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
間
の
出
生
子
　
　
は
庶
子
と
し
て
取
扱
う
と
し
た
（
同
記
載
例
三
の
三
）
。
「
早
婚
　
　
の
弊
害
」
の
指
摘
は
、
梅
謙
次
郎
「
韓
国
ノ
話
」
『
国
家
学
会
　
　
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
一
二
号
、
一
九
〇
七
年
、
一
四
四
～
六
頁
、
　
　
及
び
、
小
田
幹
治
郎
「
婚
姻
に
関
す
る
朝
鮮
の
習
俗
」
前
掲
　
　
『
小
田
幹
治
郎
遺
稿
』
、
三
五
頁
。
韓
国
政
府
は
詔
勅
を
も
っ
て
　
　
男
満
一
七
歳
、
女
満
一
五
歳
以
上
に
「
許
婚
嫁
嬰
」
と
定
め
た
　
　
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
（
一
九
〇
七
年
八
月
一
四
日
詔
勅
　
　
「
許
婚
年
齢
を
定
め
る
件
」
、
復
刻
韓
国
学
文
献
研
究
所
編
『
法
　
　
規
類
編
』
第
二
巻
、
亜
細
亜
文
化
社
（
ソ
ウ
ル
）
、
一
九
八
二
　
　
年
、
四
四
七
頁
）
、
「
民
籍
法
」
で
婚
姻
年
令
の
制
限
を
強
制
的
　
　
に
守
ら
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
早
婚
の
主
な
理
由
は
、
男
子
が
　
　
幼
童
か
ら
成
人
の
班
に
入
る
た
め
の
冠
礼
資
格
が
婚
約
済
の
者
　
　
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
（
上
記
、
梅
・
小
田
）
。
（
9
7
）
（
9
8
）
　
夫
死
後
の
再
婚
は
伝
統
的
な
朝
鮮
王
朝
社
会
で
は
固
　
　
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
甲
午
改
革
の
際
に
そ
の
自
由
が
認
め
　
　
ら
れ
た
（
一
八
九
四
年
六
月
二
八
日
議
案
「
寡
婦
の
再
嫁
を
自
　
　
由
に
す
る
件
」
前
掲
『
法
規
類
編
』
第
二
巻
、
四
四
八
頁
）
。
　
　
そ
れ
が
、
「
民
籍
法
」
上
の
記
載
に
よ
っ
て
初
め
て
法
律
上
に
　
　
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
9
9
）
　
子
は
常
に
親
の
一
親
等
下
で
あ
る
こ
と
、
と
す
る
定
め
。
（
0
0
1
）
　
収
養
子
は
、
非
血
族
の
、
三
歳
未
満
の
異
姓
の
子
に
、
収
養
　
　
者
の
姓
を
与
え
て
養
育
し
た
者
で
あ
り
、
相
続
人
に
は
な
れ
ず
、
　
　
収
養
親
の
血
族
と
の
間
に
親
族
関
係
を
生
せ
ず
、
唯
収
養
父
母
　
　
へ
の
恩
義
上
の
喪
服
を
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
改
正
　
　
前
は
収
養
子
を
身
分
異
動
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
載
許
可
し
　
　
て
い
た
。
前
掲
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
二
〇
～
五
頁
。
（
∬
）
　
棄
児
に
父
母
を
定
め
る
慣
習
は
な
か
っ
た
。
前
掲
『
慣
習
調
　
　
査
報
告
書
』
、
三
一
七
頁
。
（
2
0
1
）
　
祭
祀
崇
拝
の
こ
と
は
種
族
保
存
思
想
と
結
び
つ
き
、
祭
祀
断
　
　
絶
を
防
ぐ
意
味
か
ら
子
孫
断
絶
を
誠
め
て
お
り
、
婚
姻
・
養
子
　
　
縁
組
・
妾
制
度
に
は
祭
祀
相
続
後
継
者
獲
得
の
目
的
が
あ
っ
た
。
　
　
前
掲
小
田
幹
治
郎
「
婚
姻
に
関
す
る
朝
鮮
の
習
俗
」
、
四
二
～
　
　
三
頁
。
（
3
0
1
）
　
府
令
第
五
六
号
「
民
籍
法
中
ノ
改
正
」
『
総
官
報
』
一
九
一
　
　
六
年
七
月
二
四
日
。
『
現
行
法
令
全
書
』
（
乙
）
、
朝
鮮
総
督
府
、
　
　
一
九
一
五
年
、
四
九
頁
、
所
収
。
（
4
0
1
）
　
府
令
第
九
八
号
「
民
籍
法
中
ノ
改
正
」
『
総
官
報
』
一
九
一
　
　
五
年
三
月
二
七
日
。
（
5
0
1
）
　
制
令
第
＝
二
号
「
朝
鮮
答
刑
令
」
、
『
総
官
報
」
号
外
、
一
九
　
　
一
二
年
三
月
一
八
日
。
制
令
第
五
号
「
朝
鮮
答
刑
令
廃
止
」
、
　
　
『
総
官
報
』
｝
九
二
〇
年
三
月
三
一
日
。
従
来
の
答
刑
が
日
韓
　
　
併
合
後
も
廃
止
さ
れ
ず
、
「
朝
鮮
人
二
限
リ
」
適
用
さ
れ
た
こ
　
　
と
の
詳
細
は
、
文
竣
暎
『
大
韓
帝
国
期
「
刑
法
大
全
」
制
定
に
　
　
関
す
る
研
究
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
修
士
論
文
、
一
九
九
八
年
を
参
　
　
照
。
（
6
0
1
）
　
府
令
第
一
五
〇
号
「
民
籍
法
中
ノ
改
正
」
『
総
官
報
』
一
九
　
　
二
一
年
＝
月
二
六
日
。
（
7
0
1
）
　
制
令
第
一
四
号
「
朝
鮮
民
事
令
中
ノ
改
正
」
『
総
官
報
』
一
　
　
九
二
一
年
＝
月
一
四
日
。
（
8
0
1
）
　
計
四
度
の
改
正
を
経
た
最
後
の
「
民
籍
法
」
全
文
は
、
山
口
　
　
吸
一
『
改
訂
朝
鮮
制
裁
法
規
・
全
』
朝
鮮
図
書
出
版
株
式
会
社
、
　
　
一
九
三
九
年
、
一
三
七
一
頁
。
（
9
0
1
）
　
府
令
第
一
五
四
号
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
『
総
官
報
』
一
九
二
二
　
　
年
一
二
月
一
八
日
。
キ
ー
ワ
ー
ド
民
籍
法
、
戸
籍
法
、
慣
習
の
成
文
化
、
統
監
府
と
朝
鮮
総
督
府
法
の
継
受
、
30東洋文化研究6号
The　Process　of　Legislation　and
Family　Registration　Act　in
　　　　　　　　　　　　　
MINSEKI－HO
Amendment　of　the　Modern
Korea：Focusing　on　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Youngmee　LEE
Key　words：Minseki－h6，　Family　Registration　Act，　codification　of
custom，　inheritance　of　Civil　Law，　the　Residency－General　of　Korea　and
the　Government－General　of　Korea
　　This　article　attempts　to　clarify　the　process　of　codification　of　the
Korean　custom　and　inheritance　of　the　Japanese　Law　to　Korea，
focusing　on　the　Minseki－h6，　which　was　legislated　in　the　Dai－kan
Empire　under　the　Residency－General　of　Korea　in　March　1909．　The
following　poillts　are　clarified　in　this　study．
　　Minseki－h6　was　legislated　with　reference　to　No．，120f　the　Japanese
Family　Registration　Act　in　form，　connecting　the　law　with　Korean
customs　in　content．　The　features　of　the　legislation　are　the　concept　of
I－e，which　symbolized　Kafuch6－sei，　the　system　of　modern　Japanese
paternal　families，　and　the　participation　of　the　Japanese　police．　The
amendments　of　Minseki－h6　were　made　by　building　up　Korean　customs，
making　up　the　deficiency　of　the　customs　by　referring　to　No．，260f　the
Japanese　Family　Registration　Act　and　partially　applying　the　Japanese
Civil　Law　to　Korea　through　the　Ch6sen－minzirei．
　　The　process　of　legislation　and　amendment　of　the　Minseki－h6，　which
published　and　authenticated　the　position　and　status　of　the　family　and
individuals，　was　the　process　of　codification　of　the　Korean　custom　and
inheritance　of　the　Japanese　Law　to　Korea．
